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（今後追加予定） 

 

 

○町長あいさつ 

○軽井沢町民憲章・町章 

○軽井沢まちづくり基本条例 

○軽井沢国際親善文化観光都市建設法 
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Ῑ ᴁΪ ṭ   

ṭ ἱẵ 
長期振興計画は、町の政策や事業の根拠となる町政運営の羅針盤であり、まちの将来像やまちづくり

の基本理念を明らかにし、町政運営の基本的方向を示すものです。 

軽井沢町では、平成２５年度（2013 ）から令和４年度（2022 ）までを計画期間とする第５次長期振興

計画において、将来像「自然と文化が奏でる軽井沢」を掲げ、その実現に向けて積極的にまちづくりを進

めてきました。 

この間、我が国では、人口減少や少子高齢化の進展による社会保障費の増大や頻発する大規模自然

災害､また、令和２年（20 20 ）からの新型コロナウイルス感染症（COVID - 19 ）など、災害や病気、経済

への不安の高まりが生じ、自治体に求められる役割は大きく変化しています。 

このような社会環境の変化を踏まえながら、令和４年度（2022 ）には第５次長期振興計画の計画最

終年度を迎えることから、新たな視点で計画を策定し、住民がまちに愛着や誇りを持ち、かつ持続可能な

まちづくりを展開していくことを目指します。 

ỗ ѻ‪ӸᴁΪ  

ᴁΪ ˂ ᶣ→ 

第６次長期振興計画は、基本構想と基本計画により構成します。 

また、地方創生総合戦略については、将来都市像の実現に向けた戦略プロジェクトとして位置づけ

ることにより第６次長期振興計画と一体的に策定します。 

ɋѯ ᶣⱵ 

基本構想は、本町が目指す将来都市像（ビジ

ョン）を明らかにするとともに、その実現に向けた

基本的な政策・方向性を示すものです。 

Ɍѯ ᴁΪ 

基本計画は、基本構想で定めた「将来都市像」

と「基本的な方向性」を具体化するために、施策

の基本的な方針と進め方を体系的に定めるもの

です。社会潮流や事業の進捗状況等を勘案し、

必要に応じた見直しを行います。 

ɍỸẴᴁΪ 

実施計画は、基本計画で定めた施策を実施す

るため、具体的な事業内容や財源等を明らかに

するものです。 

Ɏ ⱦ−ꞋḀ╪  

地方創生総合戦略は、人口政策、地方創生に

関する分野を横断した効果的な取り組みを戦略

プロジェクトとして示すものです。  

ᴁ
Ϊ
ᾙ

ס
ṓ

˅ 

ѯ ᴁΪ 

ѯ  
ᶣⱵ 

ỸẴᴁΪ 
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ᴁΪ ѻѕ 

計画期間について、基本構想は令和５年度（２０２３）から令和１４年度（203 2）までの１０年間とし、基

本計画は前期計画が令和５年度（２０２３）から令和９年度（202 7）までの５年間、後期計画が令和１０

年度（202 8）から令和１４年度（203 2）までの５年間とします。 

また、総合戦略の計画期間は、基本計画と一致させます。 

 

     ᴁΪ ѻѕ 

令和 2

年度 

(2020)  

令和 3

年度 

(2021)  

令和 4

年度 

(2022)  

令和 5

年度 

(2023)  

令和 6

年度 

(2024)  

令和 7

年度 

(2025)  

令和 8

年度 

(2026)  

令和 9

年度 

(2027)  

令和 10

年度 

(2028)  

令和 11  

年度 

(2029)  

令和 12

年度 

(2030)  

令和 13

年度 

(2031)  

令和 14

年度 

(2032)  
             

第５次長期振興計画           

   第６次長期振興計画基本構想 

   前期基本計画      

        後期基本計画 
             

地方創生総合戦略 

第２次改訂版 
          

   第２期地方創生総合戦略      

        第３期地方創生総合戦略 

ѻ‪ӸᴁΪ Ằ ᾳ  ת

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

Óỗ

Ôỗ

Õỗ

Öỗ

×ỗ

⁪ ḊṔ⁪◘ ͯѐᵿ Ậ 
（昭和48 年度（1973 ）～昭和57 年度（1982 ）） 

将来像 

ὡ ⁵ Љ  ⁵ •
（昭和58 年度（1983 ）～平成４年度（1992 ）） 

将来像 

ỡ◦  ϋ •  ⅎφ ὶγ  
（平成５年度（1993 ）～平成14 年度（2002 ）） 

将来像 

ᴜҶ ˟  ᴄ˜
（平成 15 年度（2003 ）～平成24 年度（2012 ）） 

将来像 

ỡ◦ ͯ ⱬ ᴄ˜  
（平成 25 年度（2013 ）～令和４年度（2022 ）） 

将来像 
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ᴁΪ ₢⁮ 

長期振興計画は、本町の行政運営における最上位計画であり、この計画に位置づけられた施策や事

業の進捗の把握、成果の検証を行い、その結果を次年度以降の施策に反映させていくことが求められま

す。 

また、刻々と変化する社会・経済情勢に臨機応変に対応していくためには、現状を分析し、時代の変化

に合わせて効果的に政策を実施していくことが求められます。 

このため、行政評価を活用し、基本計画や実施計画に掲げている施策・事業の評価を行い、それぞれ

の成果目標の達成状況や課題等を検証するＰＤＣＡマネジメントサイクルによる計画の進行管理をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・決 定 に 従 っ て

実行する 

・状況判断に従っ

てどのように実

行していくのか

決定する 

・収集した情報を

分析・判断し、方

向付けを行う 

・町の状況や時代

の変化等を観察

し情報を集める 

ᴁΪ

Plan

Ỹᶺ

Do

ͻ

Check

π◘

Action

・施策・事業の計画 

・予算の配分の決定 

・組織体制の決定 

・評価における施策 

・事業の改善 

・事業実施方法の検討 

・適正な予算配分の見直し 

・組織体制の見直し 

 

・施策・事業の進捗管理 

・成果指標における検証・評価 

・事業の検証・評価 

・外部機関による評価 

・計画に基づく事業展開 

・施策・事業の実施 

¤ỸẴᴁΪĽ⁮ᶺш ĺęēĵ Я ĺ♯ŎḀŞĪĵЉ  

êêßÜƭ:ƙ 

Observe 
ѐṶ 

 

Orient  
 Ӳ  

Action  
Ỹᶺ 

 

Decide 
ˋẮᴒ  
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Ῑ ᴄ˜ ϖӲ 

˂ ↑ 

長野県の東玄関口、群馬県境に位置する本町は、浅間山( 標高２，５６８メートル) の南東斜面、標高

900 ～1,000 メートル地点に広がる高原の町です。東京都心から１５０kｍ圏に位置する地勢から、国内

外からも訪れやすく、冷涼な高原の気候と森に包まれた風土が多くの人々に愛され、１３０年余にわたり

国際的な保健休養地として発展してきました。 

町のシンボル的存在である浅間山は、日本を代表する三重式成層活火山で、昭和４０年代までは毎年

のように噴火活動を繰り返し、鬼押し出しなどの奇勝を生み出してきました。東から南にかけては、鼻曲山、

留夫山、矢ヶ崎山、八風山などの1,000 メートル級の山々が連なり、これらの山間を碓氷峠や入山峠、和

美峠などが結んでいます。 

北部一帯は上信越高原国立公園、南部は妙義荒船佐久高原国定公園に属しており、浅間山の南山

麓に広がる標高約1,000 メートルの高原と北に広がる森林という２つの異なる植生の組み合わせが、高

原避暑地の典型的な景観として大きな魅力となっています。 

ᵺ ↑ 

町内を走る一般国道１８号及び１４６号、主要地方道下仁田軽井沢線をはじめ県道７路線は、本町にと

っての基幹道路となっています。 

広域道路網としては、上信越自動車道で首都圏や北陸圏からのアクセスが飛躍的に向上しており、ま

た、圏央道（首都圏中央連絡自動車道）の整備により成田方面や神奈川方面からも高速道路で直結さ

れました。さらに中部横断自動車道の整備も進み、広域交通の利便性が一層高まっています。 

鉄道は、首都圏と本町の間を約１時間で移動することができる北陸新幹線（軽井沢駅）と、しなの鉄道

（軽井沢駅・中軽井沢駅・信濃追分駅）があります。 

また、バス路線は、町と民間事業者により運行されており、これらは住民や観光客の移動手段として欠

かすことのできない交通機関となっています。 

  

ᴄ˜  

150km  

1 0 0km  

ᴄ˜ ˂

ӛ 
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ả ̼ϸ 

ὯῺ  現在、保健休養地として有名な本町は、古くから人の行き来があり、東山

道も通る交通の要衝でした。 

江戸時代には中山道の浅間

根腰の三宿として栄え、軽井沢

宿、沓掛宿、追分宿周辺には、

往時の面影が残っています。 

明治になると碓氷新道や馬

車鉄道が開通し、さらにアプト

式の鉄道開通により、町の近代

化が加速しました。 

ᴜҶ  

 

明治１９年（1886 ）、友人と共に

軽井沢を訪れたカナダ生まれの英

国聖公会宣教師アレキサンダー・ク

ロフト・ショーは、すばらしい自然に感

動して、『屋根のない病院』と軽井沢

を称えました。明治中頃以降には万

平ホテル、三笠ホテルなどの西洋式

ホテルが登場し、保健休養地として

の地位を確立していきました。 

大正１２年（1923 ）に町制を施行

し、東長倉村から軽井沢町となり、我

が国を代表する保健休養地として成

長してきました。 

 明治時代から避暑地として、ゴルフ場、テニスコート、乗馬等のスポーツ施

設がつくられ、戦後には、日本経済の急速な回復と高度成長の影響を受け

て、レジャー志向の高まりとともに保健休養とスポーツを楽しむ人が々増加し

ました。昭和３９年（1964 ）の東

京オリンピックの総合馬術競技会

場、平成１０年（1998 ）の長野冬

季オリンピックのカーリング競技会

場になり、年間を通した、総合的

なスポーツリゾートとしての軽井

沢というイメージが形成されるよう

になりました。 

アレキサンダー・クロフト・ショー師胸像 

明治初期の軽井沢宿 

軽井沢風越公園アイスアリーナ 
（長野オリンピック カーリング競技会場） 
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リゾート会議都市として 平成２８年（2016 ）９月にＧ７交通大臣会合が開催され、「Ｇ７長野県・軽

井沢交通大臣会合宣言」が世界に向けて発信されました。令和元年

（20 19 ）６月には、日本で初めてのＧ２０サミットのうち、「持続可能な成長

のためのエネルギー転換と地球環境に関する関係閣僚会合」が開催され、

海洋プラスチックごみ対策や、エネルギー・気候変動分野に関する共同声明

が採択されました。世界の環境問題がテーマの国際会議が、自然豊かな本

町で開催されたことは大変意義のあることです。令和２年（2020 ）12 月に

は「国際小児脳腫瘍シンポジ

ウム」も開催されるなど、日本

有数のリゾート会議都市とし

て、更なる進化が期待されて

います。 

 

 

令和２年（2020 ）３月に「ＣＯ２排出実質ゼロ」を宣言し、令和３年

（2021 ）３月には、令和３２年（2050 ）に向けた具体的な方向性を示した

ロードマップを作成しました。

日本有数の保健休養地とし

て、自然との共生を前提とし

た他の地域に類を見ないまち

づくりを目指して、国連が掲

げる国際目標ＳＤＧｓの理念を

踏まえつつ、住民の皆様と共

に必要な取り組みを進めてい

ます。 

 

 

  

G7 長野県・軽井沢交通大臣会合 

ＣＯϒ排出実質ゼロ宣言 
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╪ᵭ ᴄ˜  

 ἧ  

ῃ 24 1949  「上信越高原国立公園」指定 

ῃ 26 1951  「軽井沢国際親善文化観光都市建設法」制定 

ῃ 2 1 952  国際特別都市建設連盟設立 

ῃ 2 8 195 3  浅間山及び軽井沢周辺、米軍演習地の設置反対大会（同年 7 月取消し決定） 

ῃ 33 1958  「軽井沢町の善良なる風俗維持に関する条例」制定 

ῃ 39 1964  第１８回オリンピック東京大会 総合馬術競技大会開催 

ῃ 43 1968  
ブラジル合衆国サンパウロ州カンポス・ド・ジョルドン市と姉妹都市提携を議決 

町役場庁舎落成 

ῃ 45 1970  「軽井沢小鳥の森」県指定となる 

ῃ 46 1971  碓氷バイパス開通 

ῃ 47 1972  軽井沢町の自然保護対策要綱施行 

ῃ 48 1973  
町制施行５０周年 

「軽井沢町民憲章」制定 

ῃ 49 1974  「軽井沢野鳥の森」国指定となる 

ῃ 61 1986  保健休養地“軽井沢１００”記念宣言 

→ 5  1993  
上信越自動車道開通(藤岡～佐久間89.5 ㎞) 

浅間サンライン全線開通（上田～軽井沢間27.39 ㎞） 

→ 9  1997  北陸新幹線・しなの鉄道・JR バス開業 

→ 10 1998  第１８回長野冬季オリンピック カーリング競技開催 

→ 11 1999  カナダ国ブリティッシュコロンビア州ウィスラー市と姉妹都市提携宣言書に調印 

→ 13 2001  マンション軽井沢メソッド宣言 

→ 17 2005  軽井沢まちなみメソッド宣言 

→ 19 2007  軽井沢町まちづくり基本条例制定 

→ 20 2008  「軽井沢ユニバーサルデザインのまちづくり」推進宣言 

→ 22 2010  軽井沢町の自然保護のための土地利用行為の手続等に関する条例制定 

→ 23 2011  「再生可能エネルギー利用促進の町」宣言 

→ 24 2012  国際特別都市建設連盟、地震等災害時の相互応援に関する協定締結 

→ 26 2014  軽井沢グランドデザイン作成 

→ 28 201 6  Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合開催 

 ᴽ 2019  
Ｇ２０持続可能な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する関係閣僚会合

開催 

  2020  軽井沢町「ＣＯϒ排出実質ゼロ」宣言 

  2021  

庁舎建設及び周辺整備基本方針策定 

軽井沢町ゼロカーボンシティ実現へ向けてのロードマップ発表 

「軽井沢」名称の適切な使用について表明 

軽井沢町環境基本条例制定 

  2023  町制施行１００周年 
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⁵ᶅ ⅎ    

本町の総人口は、平成７年（1995 ）以降は増加しており、平成２７年（2015 ）に一旦減少したものの、

令和２年（20 20 ）には 19，188 人に増加しています。 

総世帯数は、一貫して増加を続け、令和２年（2020 ）には 8,586 世帯となっています。また、１世帯当

たり人員は、昭和６０年（1985 ）の 3.03 人から一貫して減少し、令和２年（2020 ）には 2. 23 人となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢３区分別の人口比率は、老年人口が昭和６０年（1985 ）の 12.4 ％から令和２年（20 20 ）には

33.6 ％と３５年間で 21.2 ポイント増加している一方で、年少人口は21.0 ％から11.7 ％と9. 3 ポイント

減少しています。 

生産年齢人口１００人が、年少人口と老年人口を何人支えているかを示す比率である従属人口指数

は、昭和６０年（1985 ）の 50.2 から増加を続け、令和２年（2020 ）には82.9 となっています。 
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人口ピラミッドの形状は、昭和６０年（1985 ）は、団塊ジュニア世代を含む１０代後半の年齢層にやや

膨らみを持つ「つりがね型」であったものが、令和２年（20 20 ）には、２０代及び30 代の減少が大きい一

方、団塊ジュニアの世代を含む４０代以上の増加が大きく、高齢化が一層進んだ「逆三角形型」と呼ばれ

る形状になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20 30 ᵂᾶ 4 0 ˀῲ +ͽ 

ᾶ⁵ᶅ ᵂᾶ ζ ⅎ 60 70 +ͽ

 

0 200 400 600 800 1,000

ặ ר

02004006008001,000

0 4

5 9

10 14

15 19

20 24

25 29

30 34

35 39

40 44

45 49

50 54

55 59

60 64

65 69

70 74

75 79

80 84

85 89

90 94

95 99

100
ר

60

ῃ 60 1985  

 

 

0 200 400 600 800 1,000

ặ ר

02004006008001,000

0 4

5 9

10 14

15 19

20 24

25 29

30 34

35 39

40 44

45 49

50 54

55 59

60 64

65 69

70 74

75 79

80 84

85 89

90 94

95 99

100
ר

12

 

 

→ 1 2 2000  

20 20  

ᴄ˜ ᾟ ṇόӆ ⁵ᶅᶣַא 

0 200 400 600 800 1,000

ặ ר

02004006008001,000

0 4

5 9

10 14

15 19

20 24

25 29

30 34

35 39

40 44

45 49

50 54

55 59

60 64

65 69

70 74

75 79

80 84

85 89

90 94

95 99

100
ר

ˢ 27 ⁯ ₰ˣ

̞ ῢϬ Ψ

 

 

ˢ ͎ ⁯ ₰ˣ

̞ ῢϬ Ψ



 

12  

ẏԃ 

ẏԃ ὀԃἐ₲ 

就業者総数は、昭和６０年（1985 ）の 8,095 人が平成２７年（2015 ）には9,252 人へと増加して

います。 

産業３分類別就業者構成比は、第１次産業と第２次産業は減少傾向となっている一方、第３次産業

は、平成２２年（２０１０）には一旦減少したものの、平成２７年（2015 ）には79.7 ％と増加しています。 
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農業産出額は、増減を繰り返しながら１０億円程度で推移しており、内訳は「野菜」が95 ％を占め

ており、次いで「米」「肉用牛」「果実」「花き」が続きます。 
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製造品出荷額の推移についてみると、増減を繰り返して推移しており、平成３０年（2018 ）には３１

億円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᾴ ԃ 

小売業年間商品販売額の推移についてみると、平成２４年（2012 ）は、前年の東日本大震災の影

響で大きく減少したものの、その後は順調に回復し、平成２８年（2016 ）は約５５４億円となっています。 
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ѐᵿԃ 

観光客数は、平成３０年度（2018 ）までは増加傾向にありましたが、令和２年度（20 20 ）は新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、大きく減少しています。 

季節別観光客数をみると、夏が年間の半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年（2021 ）１月の滞在人口（指定地域の指定時間に滞在していた人数の平均値）の居住都

道府県別割合についてみると、東京都が36.9 ％と最も多くなっており、次いで群馬県が14.0 ％、埼玉

県が 13.0 ％となっています。 
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ṙ↓ 

過去６年間の財政力指数をみると、上昇傾向を示しており、令和元年度（2019 ）には1.66 となってい

ます。 

経常収支比率は増減を繰り返して推移し、令和元年度（2019 ）には 60.9 ％となっています。また、実

質公債費比率も同様に増減を繰り返して推移し、令和元年度（2019 ）には1.2 ％となっています。 

地方債現在高は、過去６年間では平成２７年度（2015 ）が 42.6 億円で最も高く、令和元年度

（2019 ）には 28.6 億円となっています。また、町民一人当たりの地方債現在高は、令和元年度（2019 ）

には１４万円となっています。 
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Ῑ Ξ  

Ἆγ Ξ 

⁵ᶅᵂᾶ ᾶẪ᷈ ͯ ⁮  ʌ

我が国は、他国と比較しても平均寿命が高い水準にある中で、人口に占める高齢者の割合が増加

する高齢化と、出生率の低下により若年者人口が減少する少子化が同時進行し、総人口は平成１７年

（2005 ）に初めて減少に転じ、その後も予想を上回る速さで人口減少が進んでいます。 

このような人口減少・少子高齢化の進行は、働き手である生産年齢人口の減少、それに伴う経済規

模の縮小、社会保障制度と財政の持続可能性のリスクの高まり、ひいては社会の活力の低下などをも

たらすことが懸念されています。 

人口減少・少子高齢化に歯止めをかけるため、子どもを産み育てやすい環境づくりやワーク・ライフ・

バランスが実現した社会づくりが重要となります。また、社会構造の変化に対応したコンパクトで効率

的な社会づくりや、持続可能なまちづくりの実現等が求められます。 

˞ӡ−Ἆγ Ỹᵅ 

孤立死やひきこもりなどの社会的孤立（関係性の貧困）、親の介護と子育てのダブルケアなど複合

的な課題、既存の制度やサービスの谷間にいる人など、生きづらさやリスクが多様化・複雑化していま

す。一方で、地域における近所づきあいや自治会など地域コミュニティ機能の低下、世帯規模の縮小

など個人や世帯を取り巻く環境が大きく変化しています。 

このような状況の中で、制度・分野ごとの縦割りや支え手、受け手という関係を超えて、住民や関係

機関、行政等、様々な主体が協力し、支え合うことにより、誰もが安心して豊かに暮らすことができる

「地域共生社会」の実現が求められます。 

⁵− 100 Ỗ  

我が国の平均寿命は、厚生労働省の令和２年（2020 ）７月31 日の公表によると、男性 81. 41 歳、

女性 87. 45 歳で、令和47 年（2065 ）には男性84.95 歳、女性91.35 歳まで伸びることが見込ま

れています。また、100 歳以上の人口は、令和２年（2020 ）の 8 万 450 人から、令和 47 年（2065 ）

には54 万７千人になると推計されています。 

このような人生１００年時代を迎え、若者から高齢者まで、すべての住民に活躍の場があり、すべて

の人が元気に活躍し続けられる社会、安心して暮らすことのできる社会をつくることが重要な課題とな

っています。 

ổּנ; ϋ SDGs ₢⁮ 

国連では、平成２７年（2015 ）９月に開催されたサミットの中で、平成２７年（2015 ）から令和１２年

（2030 ）までの長期的な開発の指針として、「持続可能な開発のための2030 アジェンダ」が採択さ

れ、この文書の中核をなす持続可能な開発目標がＳＤＧｓと呼ばれています。 

我が国では、この考え方を取り入れた自治体ＳＤＧｓの推進により、中長期を見通した持続可能なま
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ちづくりに取り組むことが求められており、自治体におけるＳＤＧｓの実現に向け、各自治体の目指すゴ

ールを示す「ローカルＳＤＧｓ」の指標の設定においても広がりを見せています。 

問題や課題に対してどうすれば解決できるのか、何があれば解決できるのかを考えながら”課題を

抱えた現状”と”解決できた未来”の差異を埋めていく手法である「アウトサイド・イン」によるアプロー

チにより、ＳＤＧｓの１７の共通目標を視点に入れた長期振興計画の策定と、それに基づく各分野での

自治体をはじめ、住民、企業等様 な々主体の実践が求められます。 

ʸ☺ ʸ• ϯ  

近年多発する、大型台風や集中豪雨による被害、首都圏の巨大地震への懸念等、自然災害に対す

る不安の高まりに加え、子どもや高齢者を狙った犯罪やインターネット・ＳＮＳによる被害、多くの方を巻

き込む交通事故など、身の回りで発生する事件や事故への対応・対処が重要視されており、関心が高

まっています。 

また、社会のグローバル化・ボーダーレス化及び地球規模の温暖化が進行する中で、輸入感染症の

リスクが格段に高まっています。新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、人心を不安に陥れるだけで

はなく、経済の停滞・悪化、教育をはじめとする様 な々分野に深刻な影響をもたらしています。 

防犯・防災対策の拡充、被害を最小限にするための迅速な対応等、地域においてこれからも、安全

に安心して暮らしていくためのまちづくり、ルールづくりが求められます。 

ӂуӨ ☺ уӨ ṭ ₢⁮ 

急激な経済成長と引き換えに公害による環境破壊が進行し、その結果、天然資源の枯渇や地球温

暖化などの影響により、地球規模での様々な環境問題が生じています。 

地球環境をめぐる国際的な取り組みは、新たなステージに入っており、平成２７年（2015 ）の「国連

気候変動枠組条約締約国会議(ＣＯＰ21) 」において採択されたパリ協定のもと、温室効果ガスの排

出削減を目指し、地球温暖化に対する取り組みが進められています。 

国においても「2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことが宣言されており、

脱炭素社会を今世紀後半のできる限り早期、令和３２年（2050 ）に実現することが長期の目標とされ

ています。 

今後は、持続可能な脱炭素・循環型社会の構築に向け、住民・地域・企業・行政等のあらゆる主体

が一体となって取り組み、かけがえのない地球環境を保全し、次世代に引き継いでいく必要があります。 

ѐᵿẏԃ ᶆ 

令和２年（2020 ）の新型コロナウイルス感染症対策による入国制限で、訪日外国人が激減し、イン

バウンド市場は大きな打撃を受けました。今後、各国の旅行者は、今まで以上に旅行先が安全かどう

か、訪れる場所で衛生対策に取り組んでいるかどうかを重視すると考えられます。 

世界的な新型コロナウイルス感染症流行後の観光産業・ＭＩＣＥについては、リモートワーク等働き方

と余暇の過ごし方、会議のあり方など、高度情報技術の進展とも相まって、新しい生活・行動様式への

対応が求められます。 

  



 

18  

῾ ͯ ͯ ⁮ 

IoT （モノのインターネット）、ロボット、AI （人工知能)、ビッグデータといった社会のあり方に影響を

及ぼす情報化・デジタル化が進展しており、我が国は、課題先進国として、狩猟社会（Society1.0 ）、

農耕社会（Society2.0 ）、工業社会（Society3.0 ）、情報社会（Society4.0 ）に続く、先端技術をあ

らゆる産業や社会生活に取り入れ、経済発展と社会的課題の解決を両立していく新たな社会である

Society5.0 の実現を目指しています。 

持続可能なまちづくりのためには、現在進行中のスマートシティの取り組みをはじめ、社会課題（ニ

ーズ）の解決のために新技術（シーズ）を的確に活用し、まちに集まる一人ひとりの人間中心の豊かな

生活の実現に寄与する、Society 5.0 時代のまちづくりをＤＸ（デジタル・トランス・フォーメーション）で

実現させることが求められています。 

 

ᴪ ⁮ ᶺṙ↓ѯ ϯ  

地方分権の進展により、住民に最も身近な市町村の果たす役割と責任の範囲が拡大しています。

住民のニーズが多様化・複雑化する中、単独では難しい施策などは近隣の市町村との連携による広

域連携の取り組みも求められるとともに、効率的な行政組織や体制の整備、適切な行政運営など、市

町村の独自性が求められます。 

また、人口減少・少子高齢社会の到来は、税収が減少する一方で社会保障関連経費の増加をもた

らすことが予測され、税収の増加につながる地域産業の活性化や雇用創出の取り組み、事業の選択と

集中による効果的・効率的な行財政改革・運営が求められます。 

さらに、公共施設等の老朽化が進む中、国や市町村等が一丸となってインフラの戦略的な維持管

理・更新等を推進することが求められます。 
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ˋủ ḱ Ξ  

本計画策定にあたり、以下の３種のアンケート調査を行いました。 

① 町民アンケート 

② 別荘所有者アンケート 

③ 町外（東京都在住）アンケート 

 

アンケート結果からみた今後のまちづくりの課題は、以下のとおりです。 

 

Ξ  ỡ◦уӨ ☺ ὡ Ṗ  

住みやすい点、滞在しやすい点、次代へ継承していくべきもの、大切にしたい軽井沢町のイメージな

どの設問で「自然環境」が上位に挙がってきています。しかし第５次長期振興計画における【基本方針

１ 森と高原の快適環境】は、町民の重要度は高いものの満足度は低い結果となっています。 

住みやすい町、滞在しやすい町、町外から訪れる方の魅力のひとつとして、自然環境保全への取り

組み強化と今後の開発との調和が課題となります。また、このコロナ禍の社会情勢の中で、急速に注

目され始めているテレワークの一環であるワーケーションの場や長期滞在化も、この自然環境を活用

することにより実現するものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町民アンケート：住みやすいと思う点【複数回答】 町民アンケート：大切にしたい軽井沢町のイメージ【複数回答】 

町民アンケート：次代へ継承していくべきもの【複数回答】 別荘アンケート：滞在しやすいと思う点【複数回答】 

1 
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Ξ  ѐᵿ ‪Ӹ ᶀӡᵺ ὢỸ ↔ Ὠ ṭ ⁮  

今以上に力を入れる必要があると思うものでは、町民及び別荘所有者共に「公共交通の充実と渋

滞対策」が上位に挙がってきています。住みにくいと思う点については、「観光などによる人や車の混

雑」も挙がってきており、【基本方針２ 交流を促す円滑交通】は、町民の満足度は最も低くなっていま

す。 

一方で町民が大切にしたいイメージとして、若い世代ほど「観光地としてのにぎわい」の割合が高く

なっています。本町における観光は、基幹産業のひとつであり、観光地としての魅力を向上させつつ、住

民の生活に重要な公共交通の充実や道路整備を図っていくことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ξ  ᴜҶ ỡ◦ ӡּק уӨ ˓ổ קּ  

別荘所有者の滞在しにくい点としては、「観光などによる人や車の混雑」が最も高く、また別荘の立

地環境が「良くない方に変化したと感じる」が「良い方に変化している」より割合が高くなっています。 

町外の都市イメージとしては、「別荘地」が他都市と比較して突出しており、１年以内に訪れた方は

「別荘所有地」の意向が高い傾向がみられることから、今後、更なる「別荘所有地」としての需要が高

まることが伺えます。 

こうしたことから、別荘地を含め、魅力ある保健休養地として自然と共存できる環境を維持すること

が課題となります。 

  

今以上に力を入れる必要があると思う点【複数回答】 

町民アンケート                                       別荘所有者アンケート 

町民アンケート：住みにくいと思う点【複数回答】 

2 

3 
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Ξ  ӣ ⅝ ᶣ  

安心して暮らし続けられる地域社会を築くためには、公的な支援と補完・連携するボランティアや

NPO 法人、住民自治組織などによる支え合いの活動を充実していくことが重要です。 

地域活動等の参加意向は、「今後も参加したい」と「今後は参加したい」を合わせると半数以上を

占めています。また、今後参加したい地域活動等は、「自治会（区）などの活動」が最も高くなっていま

す。そのため、まずは「今後は参加したい」方の参加しやすいしくみ、参加の機会のきっかけづくりととも

に、参加意向のない方へは地域活動の重要性と活動内容の周知が重要です。 

さらに、地域活動等をきっかけに“地域ぐるみのまちづくりのしくみ”をつくり上げ、町民との協働によ

るまちづくり体制の充実を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別荘アンケート：滞在しにくいと思う点【複数回答】 別荘アンケート：別荘の立地環境の満足度【単回答】 

町民アンケート：地域活動・ボランティア活動の参加状況と今後の参加意向【単回答】 

町民アンケート：今後参加したい地域活動・ボランティア活動【複数回答】 

4 
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Ξ ṭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■まちづくりの課題 

■必要とされる対策 

 

（１）人口減少と少子高齢化の進行 

（２）地域共生社会の実現 

（３）人生100 年時代の到来 

（４）持続可能な開発目標（SDGs）の推進 

（５）安全・安心の確保 

（６）地球環境の保全と環境対策の推進 

（７）観光産業・ＭＩＣＥの動向 

（８）情報化・デジタル化の進展 

（９）地方分権の進展と行財政基盤の確立 

社会潮流 

 

豊かな自然環境を保全しながら、いかに住み

やすい、滞在しやすい町にしていくか 
 

    観光の振興とともに、いかに公共交通の充実

と道路整備による渋滞対策を進めていくか 
 

  魅力ある保健休養地として自然と共存でき

る環境をどのように維持・保存するか 
 

町民との協働のまちづくり体制をいかに構築

するか 

1 

2 

3 

4 
 

町民等意識調査 

〇少子化対策 

〇地域活性化に向けた活動や取り組み 

〇地域の魅力を探し出し、地域イメージ

として確立 

町民等意識調査 社会潮流 

（１）人口減少、少子高齢化 

（４）SDGｓの推進 

1 3 

町民等意識調査 社会潮流 

（４）SDGｓの推進 

（５）安全・安心の確保 

（６）地球環境保全・環境対策 

〇自然環境の保全 

〇脱炭素社会の構築 

〇安全で良質な水の確保 
1 3 

町民等意識調査 社会潮流 

（４）SDGｓの推進 

（５）安全・安心の確保 

（６）地球環境保全・環境対策 

（７）観光産業・MICE の動向 

〇居住環境の整備 

〇公共交通の充実と渋滞対策 

〇消防・防災体制の充実 

〇景観の保全・整備 

〇産業の振興 

1 3 2 

町民等意識調査 社会潮流 

（１）人口減少、少子高齢化 

（２）地域共生社会の実現 

（３）人生100 年時代 

（４）SDGｓの推進 

〇健康長寿のまちづくり 

〇誰もが豊かに暮らすことができる体

制づくり 

〇 心、

健やかな体を育む教育 

〇歴史・文化の保護・継承 

4 
 

町民等意識調査 社会潮流 

（４）SDGｓの推進 

（８）情報化・デジタル化 

（９）地方分権の進展、 

行財政基盤の確立 

〇多文化共生社会の実現 

〇住民参画 

〇効率的・効果的な行財政運営 

4 
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ẇᶳ s  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「Ｓustainable Ｄevelopment Ｇoals （持続可能な開発目標）」の略称で、国連加盟193 か国

が令和12 年（2030 ）までに達成するための目標として、平成27 年（2015 ）9月の国連サミットで

採択されたものであり、包括的な17 のゴール（目標）とその下位目標である169 のターゲットにより

構成されるものです。 

我が国においても、「ＳＤＧｓアクションプラン2019 」が策定され、豊かで活力のある「誰一人取り

残さない」社会を実現するため、一人ひとりの保護と能力強化に焦点を当てた「人間の安全保障」

の理念に基づき、世界の「国づくり」と「人づくり」に貢献していくこととされ、地方自治体においてもＳ

ＤＧｓに向けた取り組みが求められています。 

 

《主要原則》 

日本政府は、関係府省一体となって、あらゆる分野のステークホルダーと連携しつつ、広範な施策や資源

を効果的かつ一貫した形で動員していくことを可能にするために、「5 つの主要原則」を定めています。 

↑ 先進国を含め、すべての国が行動 

╘↑ 人間の安全保障の理念を反映し、「誰一人取り残さない」  

ẇΪ↑ すべてのステークホルダーが役割を 

Ḁ↑ 社会・経済・環境に統合的に取り組む 

↑ ╝ ═ 定期的にフォローアップ 

 

《５つの要素》 

持続可能な開発目標（SDGs）の諸目標とターゲットはいずれも、人間、豊かさ、地球、平和、パートナ

ーシップにより実現を目指します。 

⁵ѕ People   あらゆる形態と次元の貧困と飢餓に終止符を打つとともに、すべての人間が尊

厳を持ち、平等に、かつ健全な環境の下でその潜在能力を発揮できるようにする

（目標1、2、3、4、5及び6）。 

Prosperity すべての人間が豊かで充実した生活を送れるようにするとともに、自然と調

和した経済、社会及び技術の進展を確保する（目標7、8、9、10 及び11 ）。 

ӂ Planet   持続可能な消費と生産、天然資源の持続可能な管理、気候変動への緊急な対

応などを通じ、地球を劣化から守ることにより、現在と将来の世代のニーズを充

足できるようにする（目標12 、13 、14 及び15 ）。 

Peace    恐怖と暴力のない平和で公正かつ包摂的な社会を育てる。平和なくして持続可

能な開発は達成できず、持続可能な開発なくして平和は実現しないため（目標

16 ）。 

Partnership グローバルな連帯の精神に基づき、最貧層と最弱者層のニーズ

を特に重視しながら、すべての国、すべてのステークホルダー、すべての人々の参

加により、持続可能な開発に向けたグローバル・パートナーシップを更に活性化

し、このアジェンダの実施に必要な手段を動員する（目標17 ）。 

s  
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17 ỡộ ᶺ↓ Ό Ѕ 

国際的な地方自治体の連合組織であるUCLG（United Cities and Local Governments ）では、

SDGs の１７の目標に対する自治体行政の果たし得る役割を次のとおり示しています。 

 

Ὼᾒ

כ ḛ Ὂ  

ỡộ ᶺ↓ ḛ −Љ ֠

⁵ ằ̻ ῲ Ḿ

 

ϧỡộ ὡ Ḿ ᵊ

ϯ Ṑ

ằ̻ṭ Ҿ  

 ҏΰ Ὂ ‗ ʸ

☺ ΅ҷ ̝ π◘ Ỹᵅ ổ

;נּ ԃ ⁮אָ  

ỡộ ₣ỉᵃ ѝ ỡ◦

ỉẏ Љ ԃ ẏ ‗ −ẏ ằ̻

ᶺ ; ╕

ᴁΪ ;ᴑ ᶀ Ẽ Ậ ԃ ѝ

‗ −ẏЉ ₢⁮ ʸ☺ ‗ ϯ ᶽᴭ

 

⁵ ᴜᶕ −Љ ϯ

ẻ ⁮אָ  

ὡ ᴜᶕ˓ổ ỡộ ᴜ

ẻᶺ↓ ḣг Ḋ χ ᴹ⅝ ̘̓ ὡ

ᴜᶕ˓ổ ᶽᴭ ẬуӨ ᶋ

ὡ ᴜᶕ  ˓ổ π◘

ᴮӃ ḉ  

 ⁵ ╘

ᶀ∆ ỷ ᷈ Ӱ˟ ϯ

−ϗϹὌ Ѿγ ⁮אָ  

Ӱ˟ Ҟ Ӱ˟ ᾑ

Ӱ˟ ỡộ Ό Ѕ ´

˞ὡ ˰ ῲ

ϹᶡӰ˟ ἎγӰ˟

ỡộ ᶺ↓ Ἠ ♯ Ὣ  

→

ᾟ↑ҷ ᾟố

Ӫͯ ᶺ  

ỡộ ᾟ↑ Ẫ ἥ

ἐ ⁵ᴪ Ἡ Ἠ ♯ Ὣ ỡ

ộ ᶺ↓ Ἆγ ̛

ᶺ↓—˭ ‡ҡγˇ˭ ᾟ↑

ЅḀ + Ὣ Ἠ ♯  

 ⁵ ₣ ̦

− ; ↑ ổּנ; ш

ϯ  

ʸ☺ ∏ᴓ ₣ ὡ

´−Љ ằ ѯ ₣ Ỏԃ ỡộ

ᶺ↓ Ӝ פֿ ₣ᵃ

уӨ ☺ ₣ỷ ᶋ ỡộ

Ỏ ═  

⁵ ʸͻ

“ ổּנ; ֕

ϯ

 

ᶀӡᴤ ╣ ῒ ḽ

₢⁮ ὡ ῒ/ḽ ṭ ₢⁮ ằ

̻ ʸͻ ᶂ “ ↑ ᷈ ổּנ;

ᵃ + ỡộ

Ѕ  

 ╘ ổּנ;

→Ṉת ҷ ⁵ Я

☺ −ẏ ᵣ

⁵ѕ ᵣ

⁮אָ  

ỡộ →Ṉת ╪ ṭ Ṉת˞

Љ↑ͯ ᵣ ⱦὶ ╗ ї

ԋ уӨ π◘ Ἆγ ⅝ ↔

ἐ ֬ π◘ ;

Ὼ  
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Ӫ₆
ᶣ ╘ ổּנ

; ẏԃͯ ⁮אָ ҷ
₢⁮ ₑ  

ỡộ ˞ ↔ Ԇ

Ѕ Ṉת˞ Љ↑ͯ╪

ᴽѪԃ ằ̻ ∕ ḗ ‫ ẏ

ԃ ⱦὶ ᶽᴭ

 

 10 ϧḊ ҷ ϧḊѕ
⅛∆  

Ḱ ᴳ δΉ ₢⁮ ῲ

ỡộ ἧ Ѕ

ᾶ₲ˋᴳ Ҹ ῲ ᶀ

ᶺ Ҿ

 

11 ╘ ʸ☺ Ӫ₆

ổּנ;

Ậҷ ⁵ѕӌὡ Ỹᵅ  

╘ ʸ☺ ổ

;נּ ⁮ ἳ ỡộ ᶺ

↓—˭ ӃԆ Ṗקּ

Ậͯ ⁮ ⅎφ ỡộ ᶺ↓ Ό

Ѕ  

 12 ổּנ; −ẏΉ כ

ϯ  

уӨ ΚṦᵂ ⁮ ῲ ổּנ;

−ẏ Ή ´ Ὣ

₢⁮ ὡ

ˢ⁵ ˋủ ᶺ ᴳ

ῒ 3R ὡ Ῠ уӨӰ˟

ᶺ ỡộ ͽּי

;  

13 ҁᵽ ҷ ̚Ӽ

ᴄᵂ Ԝһ ṭ ᶼ

 

ҁᵽ ‰Ḉͯ Ѻ

פֿ כ ̚Ӽ ᴺṖͯ ὤ ͫ

ỲᶂΌ Ṧᵂ ъ ṭ ҁᵽ

͒ṭ ᴩ ṭ ϧỡộ ᶺ

Ҿ  

 14 ổּנ; ϋ

τ τ ỉᵃ ☺ ổּנ;

כ  

τ ͌░ ᴾˮ 8 Ѕ ῲ Љ

Ҍˮ

− ͌░ ΐ╩ τ ὶ

τ Ậ ỡộ

͌░ ṭ ᶼ Ὣ  

15 ˞− ש ᵶ ε

ổּנ; ₢⁮ ổּנ

; ‭ ̘ת Ḵ ͯ

ᾐ ͯ Ɫặ

ε ҷ − פֿ ↑ Ựתּ Ɫặ

 

ỡ◦− ש ᵶ ᴁΪ ╗ їג

ỡộ Ѕ ỡ

◦ỉẏ ᶓ˞ ᵶ ỡộ

ṭ ᶼ Ḋ Ἶ ỡộ їכֿ

ἐג ע ;ᴑ  

 16 ổּנ; ϋ

╘ Ἆγ ⁮אָ

⁵ Ả

Ӝ

ᶂΌ ╝ ═ ╘ ⅝ ᶣ

 

ᶀ∆ Ἆγ ṥ ῲ ỡộ ═

˞ פֿ ὡ ẇΪ אָ

ẇͽי ᶺ↓ ₢⁮ Ṙ ᵂ

ỡộ Ѕ  

17 ổּנ; ϋ

ỸẴἪ Ӫͯ

Љ↑ͯ

 

ỡộ ᶀ ѕ ὡ

פֿ їגἐ ᴕ

₢⁮ Ϭ Ṗקּ

ổּנ; ⅎφ ᶣ ῲ פֿ

ἧ ӣ їג Ԇ Ὣ  

 ὶ UCLG United Cities and Local 

Governments Ẽ

SDGs ổּנ; ϋ

2018 3 ᴘ

2 ỡộ SDGs

ᴩ ˇ˭γ Ὕ  

 

  



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ѯ ᶣⱵ 
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Ῑ ᾳ  

 

ᾳ Ậת  Ằ ᵭ ẩ  

 

 

；： 

 

 

ỡ◦ ӡ−  

「軽井沢」には、多くの人にある種の憧れをいだいてもらえる、守り磨き続けられてきた自然やまち

なみ、元気な創造活動、そして人と人の絆を束ねながら、代々の祖先が築いてきた歴史や文化があ

ります。 

その中でも、四季折々で様 な々顔を見せる美しい風景は、軽井沢の魅力を一層際立たせています。 

誰もが癒される自然と共生できる環境を守り続けていくことが、軽井沢の財産を育み、未来へつ

なぐことと考えます。 

 

⁵ ỡ◦ ͯ  

第５次長期振興計画においては、“自然と文化が奏でる軽井沢”を理念（将来像）として、まちづく

りを進めてきました。 

これまでのまちづくりの成果を継承していくことも重要な視点であり、そうした意味において“自然

と文化”はこれからのまちづくりにおいても大切にしていくべき要素・資源であると考えます。 

高原を舞台とした自然と文化が築くのは軽井沢の未来です。 

 

уӨ╣⁮ Ậ ᴄ˜  

ＳＤＧs をはじめ、今日では持続可能性という視点が極めて重要になっています。 

軽井沢がいつまでも軽井沢であり続けること、それは一切の変化を否定することではなく、あり続

けるためのチャレンジであるといえます。 

優れた自然環境の中で、心も体も動物も植物も地球もみんなが心豊かに回復できるよう、未来へ

と続き得る環境（自然環境・生活環境など）を守り、ゼロカーボンへの取り組みを含め、先を見据え

た取り組みを行える環境先進都市を目指します。 
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軽井沢町人口ビジョンで掲げた目標人口と、実際の人口推移について検証すると、令和２年（2020 ）

の実績値としては、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計よりは約200 人多く、目標としてい

た人口より約1,000 人少ないという状況になります。 

目標人口には達しなかったものの、高い目標を掲げ、人口減・超高齢化という直面する大きな課題に

対し、歴史や文化、自然環境、高いブランド力、観光や交流人口の多さなどの本町の特徴を活かした自

律的で持続的な社会を創生することを目指した積極的な政策展開の態勢を確立したという点では大き

な意義があったといえます。 

また、近年の新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中、本町においては人口の転入超過の幅では

令和２年（2020 ）に全国９２６町村のトップになる状況もみられる点を踏まえ、第６次長期振興計画にお

いては、人口ビジョンで設定した本町にとって定量的・定性的に最適な人口目標を継続して設定し、少子

高齢化に歯止めをかけ、バランスのとれた人口構造基盤の確立を目指します。 

今後は、新型コロナウイルス感染症による意識・行動変容を踏まえた、ひと・しごとの流れの創出や地

域課題の解決のためのデジタル化への関心の高まり、地域の活性化に繋がる再生可能エネルギーや、

新たな価値観としての地方創生SDGs への関心の高まりを踏まえ、各種施策を総動員して魅力あるまち

づくりに全力で取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※本町においては、令和２年（2020 ）10 月の国勢調査による人口は、住民基本台帳による

人口約 21 ，000 人に比べ１，０００人程度少なくなっています。 
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本町の持続可能なまちづくりにとって、総合戦略に基づく地方創生の取り組みと、持続可能な社会の

実現を目指す SDGs の理念は、いずれもが欠かすことのできない視点であるだけではなく、ともに“持続

可能なまちづくり”という観点・テーマにおいて共通の取り組みといえます。 

こうした“持続可能なまちづくり”に向けた総合戦略とＳＤＧs の取り組みが目指すものは、軽井沢グラ

ンドデザインに示された“ふるさと軽井沢の継承と発展”という方向性と同じものであると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした認識に基づき、SDGs の目標やターゲット及びそれらの進捗管理のための指標の中には、グロ

ーバルで国家として取り組むべきものなどが多く含まれていることから、総合戦略とＳＤＧs の目指す目標

を融合させ、本町の実情にあった“持続可能な軽井沢目標（Sustainable  軽井沢 Goals ）”（略称：Ｓ

軽Ｇs）として設定するものとします。 
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持続可能な軽井沢目標のそれぞれのｇｏａｌs、リーディングｔａｒｇｅｔｓは以下のとおりです。 
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ᴄ˜  →כ

ブランド力の基礎となる 

産業の振興を図る 

 
ᴄ˜  

Ẫ ẏ ˟  

уӨ  

仕事と子育ての両立を 

支援する 

 
ẇΪ ӣ  

ʸ☺ ʸ•  

˞  

住民自治の基本となる 

コミュニティを充実させる 

 リゾートテレワークの推進

により関係人口を増やす 

ᴄ˜ ‫  

⁵ − ὶ  
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    Targets  

SUSTAINABLE GOALS ᴄ   ˜    
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１．貧困をなくそう  安定した就労につながる支援を行う 

２．飢餓をゼロに  食料の安定確保を図る 

３．すべての人に健康と福祉を  すべての住民の健康を維持・改善する 

４．質の高い教育をみんなに  子どもたちが住民とともに学ぶ場を充実する 

５．ジェンダー平等を実現しよう  
女性の参画及び平等なリーダーシップの機会を確

保する 

６．安全な水とトイレを世界中に  安全で清潔な水が享受できることを目指す 

７．エネルギーをみんなに そしてクリーンに  ＣＯ２実質排出ゼロを目指す 

８．働きがいも経済成長も  新たな軽井沢産業を創出する 

９．産業と技術革新の基盤をつくろう  強靭（レジリエント）なインフラを整備する 

10 ．人や国の不平等をなくそう  不公平・不平等のないまちづくりをする 

11 ．住み続けられるまちづくりを  
子どもたちが戻ってきたくなるような創業支援のプラ

ットフォームをつくる 

12 ．つくる責任 つかう責任  エシカル消費につながる行動を実践する 

13 ．気候変動に具体的な対策を  気候変動に備えた防災対策を強化する 

14 ．海の豊かさを守ろう  町で発生した汚染が海洋に流れ込むことを抑制する 

15 ．陸の豊かさも守ろう  
森林資源の有効活用を図るとともに自然生態の保

護を行う 

16 ．平和と公正をすべての人に  
保護を必要とする子どもと家庭への切れ目のない支

援をする 

17 ．パートナーシップで目標を達成しよう  
町の政策の一貫性を目指し、官民、住民社会のパー

トナーシップを推進する 
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将来都市像の実現を目指し、持続可能な“総合戦略”と“ＳＤＧｓ”の視点から５つの基本政策に基づく

まちづくりを進めます。 

また、総合戦略のPopulation （人口対策）とＳＤＧｓの５つの要素のＰである Planet （地球）、

Prosperity （豊かさ）、People （人間）、Peace （平和）、Partnership （パートナーシップ）をＰの視点と

して加えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

少子化対策

シティ・プロモーション

自然環境

環境負荷低減

水利用

生活環境

防災

交通

景観

観光

商工業

農林業

健康

地域包括ケア

教育

生涯学習

歴史・文化

都市間交流

住民参画

都市運営

ổּנ;

ể
ể ѯ ↓ṭ

総合戦略
Population

（人口対策） 1 Ѵ

Ἠ ẙ

Ｐｅａｃｅ＆

Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ

（平和・パートナー

シップ）

5 ӣ

ＳＤＧs

Ｐｌａｎｅｔ

（地球） 2 уӨ

Prosperity

（豊かさ） 3 ι

Ｐｅｏｐｌｅ

（人間） 4
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本町の年齢３区分別の人口比率は、老年人口が増加している一方で、年少人口は減少し、また出生数

は、減少傾向となっていることから、全国と同様に少子高齢化が進行しています。 

そうした状況に歯止めをかけるため、若い世代が将来に展望を描ける環境とともに、子どもを産み育て

やすい環境の整備に努め、少子化への対策を引き続き進めます。 

 

本町は、国内有数の保健休養地として発展してきたこともあり、住民が一体となったまちづくりの体制

を進めてきました。 

今後も町の内外に向けて、シティ・プロモーションを推進することにより、認知度・都市イメージの向上を

通じた将来を担う若者の定住人口の獲得によるバランスの取れた人口構造基盤を目指します。 

定住人口の獲得は、町外在住者に新たに住んでもらうという観点も重要ですが、それ以上に今住んで

いる町民に、愛着を持ち、いつまでも住み続けてもらうという観点も重要となります。 

さらに、町外在住であって本町の魅力を知り触れることで、本町を応援したい人や関わりを持ちたいと

思う人「＝関係人口」の増加を図ります。 
 

ѯ ↓ṭ  уӨ  

ỡ◦уӨ  

本町は、雄大な浅間山にいだかれた、高原の快適な気象条件とともに、多様な動物や植物を育んでき

ました。これらの動植物も含め、自然環境は本町の貴重な財産です。 

これからも豊かな自然を守り育てながら、生物や自然に対する理解を深め、人と自然が共生する潤い

豊かな持続可能な環境を未来へつないでいきます。 

уӨ Κ ᵂ  

各地で大雨、暴風等をはじめ記録的な災害が発生しています。その要因のひとつとして挙げられてい

るのが、地球温暖化です。地球温暖化は、地球規模での気候変動をもたらし、世界全体の環境が受ける

影響ははかり知れません。 

地球温暖化の深刻な影響を回避するため、令和 32 年（2050 ）までに脱炭素社会の構築が求められ

ており、町、住民、企業等が一体となって、より一層の低炭素社会への転換からＣＯ２排出実質ゼロへ、ま

た、資源の再利用・再資源化など循環型社会の形成により環境と調和した持続可能なまちづくりを目指

します。 

₣  

本町の水需要は、滞在客の増加するゴールデンウィークや夏期に著しく増加するといった事情を抱えて

います。 

安心しておいしく飲める水を安定的に供給できるよう、適切な維持管理を行い、水道施設や老朽管の

耐震化に取り組みます。 

また、生活排水を適切に処理することにより、地域環境の保全と清潔で快適な生活環境を実現します。  

Ѵ  
ѯ  
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深い緑と涼しい風、美しい水の流れ、多様な生物に恵まれた良好な環境の中で快適に生活ができるよ

う、住民の参画のもと美しい居住環境を整備していくとともに、空き家の発生抑制や適正な管理を推進す

るなど、地域の良好な住環境を確保するための取り組みを推進します。 

ṉ  

様 な々災害から住民の生命と財産を守るため、消防・防災体制の充実とともに防災・減災対策に取り

組み、災害に強い強靭なまちを目指します。 

防災に対する住民の意識を高めるとともに、災害発生時における防災応急対策や復旧対策が的確・

迅速・円滑に行われるよう地域ぐるみの防災対策への積極的な取り組みと、応援・協力体制の確立を図

ります。 

ᵺ  

日本有数の保健休養地である本町は、ゴールデンウィークや夏期には多くの来訪者が集中し交通渋

滞が発生することにより、住民の日常生活に支障がみられます。そのためにも、ハード面、ソフト面から交

通混雑の緩和を図ります。 

また、子どもから高齢者まで、誰もが安心して利用しやすい交通手段が日常的に確保され、住民生活

の質の向上につながるよう、鉄道やバス等の公共交通の充実を図り、地域に根ざした持続可能な移動手

段の確保を推進します。 

さらに、住民一人ひとりの交通ルールの遵守による交通安全意識の高揚を図り、交通事故のないまち

づくりを目指します。 

ѐפ  

本町は、豊かな自然環境を背景に保健休養地としての歴史を歩んできました。その美しい景観によっ

て、町域全体が浅間山麓景観形成重点地域にも指定され、長野県景観条例、長野県の屋外広告物条

例によって景観の保護が図られています。 

住民が誇りに思う自然景観、宿場町のなごり、明治以降の西欧的な趣といった、軽井沢独自の魅力あ

る景観の保全・整備を図るとともに、次代へと継承します。 

また、軽井沢町景観育成基準ガイドラインに基づき、周辺景観と調和のとれた景観づくりへ向けた誘導

や指導を行っていきます。 

ѐᵿ  

本町の基幹産業は別荘保養を中心とした観光産業ですが、増加傾向であった観光客数は、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大により、インバウンドをはじめ国内観光客数も大幅な減少がみられます。 

しかし、自然の豊かさ、交通の利便性など質の高い保健休養地として効果的かつ効率的な情報発信

を行い、長期滞在者、ワーケーションなどの新たな誘客を図ることで、地域が持続的に発展していくため

の観光振興に取り組みます。  

ι  
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響や消費スタイルの変化などにより、商業を取り巻く社会

経済環境は大変厳しくなっています。観光客や滞在客に対する特色ある物産の販売と、きめ細かなサー

ビスを推進するとともに、住民への利便性の向上を図るためのサービス提供など、地域に密着した商業

活動を支援します。 

また、工業については、大学や地域の企業との産官学連携を軸に、新商品・新サービス、新しいビジネ

スモデルの開発などにより、付加価値の高い企業への転換を促進するとともに、地域に定着し発展してい

く企業等と連携を図ります。 

今後とも、観光を軸とする第１次×２次×３次産業の連携による民間企業の活力を引き出す方策を充

実し、保健休養地としての考え方を共有し、価値を高めあえるような企業の育成・誘致を推進します。 

ԃ  

本町の農業産出額の 9 割以上を占める高原野菜を中心とした農産物のブランド化を進めるとともに、

生産性向上に努めます。 

これからの農業は、より一層環境に配慮した取り組みにより、安全・安心な農産物を消費者に提供して

いくことが求められます。環境への負担を軽減し、安全な農産物を提供するため、地域特性に応じた農業

を推進します。 

林業においては、森林は木材生産だけでなく､土砂災害を防止する町土保全､水資源の涵養､地球温

暖化の防止など多面的な機能を持っています。住民と協働で森林・里山の保全及び育成を進めるととも

に、関係機関との連携のもとに、本町にあった森林整備を進めていきます。 

 

ѯ ↓ṭ  Ἠ ẙ  
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健康寿命の延伸に加えて、あらゆる世代の健やかな暮らしを支える環境を構築し、健康格差を縮小し

ていきます。そのためにも、住民一人ひとりの健康づくりに対する意識を変革し、若い世代から健康的な

生活習慣の習得を支援し、疾病の発生予防や早期発見、重症化予防、心の健康づくりを推進するととも

に、地域で支え合い、生涯を通じた健康づくりに取り組みます。 

木もれ陽の里と軽井沢病院とともに、町内の福祉サービス事業所や医療機関との連携を強化し、総合

的な保健・医療体制の構築に努めます。 

さらに、風越公園を中心としたスポーツ活動の推進により、住民が楽しみながら心身の健康増進を図

れるウェルネスリゾートとしてのまちづくりを推進します。 

˞ Ј  

住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一

人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共につくることを目指します。 

現在、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、今までの生活様式が大きく変わり、人と人とのつ

ながりに対する意識や行動も大きく変化している中で、子ども・高齢者・障がい者など誰もが豊かに暮ら

すことができる体制づくりを進めます。 

Ἠ ẙ  
ѯ  
↓ṭ  
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Ӱ˟  

本町の歴史や文化を継承しつつ、時代の変化に柔軟に対応し、多様な価値を認めながら、自ら考える

力を養い、自分の夢と希望をかなえることのできる子どもを育てることが求められており、子どもたちの確

かな学力、豊かな心、健やかな体を育む教育を推進します。 

教育の質の向上を目指し、適正な人材の確保や、教職員の資質向上に努めます。 

−ϗϹὌ  

情報化の進展や生活様式の多様化に伴い、住民の学習ニーズも多様化が進んでいます。すべての人

が豊かな人生を送ることができるよう、生涯にわたってあらゆる機会に、あらゆる場所において学習するこ

とができ、その成果を適切に生かすことのできる文化的なまちづくりを推進します。 

スポーツの町として恵まれた環境を活かし、本町ならではの競技スポーツの振興と子どもから高齢者

までの誰もが、生涯にわたり、スポーツに親しめる機会の充実を図ります。 

ả ͯ  

宿場町の面影、明治以降の西欧的な趣や他の地域にはない歴史・文化に触れることができる環境は、

特有の財産であり、独自の魅力を発信するための貴重な資源です。郷土への誇りや愛着を醸成する取り

組みに加え、本町の有する豊かな歴史・文化を適切に保護し、後世に確実に継承していきます。 

歴史・文化を教育・観光など、様 な々分野の取り組みに活かし、身近に感じられ、体験できる歴史・文化

の環境づくりに取り組みます。 

 

ѯ ↓ṭ  ӣ  

 

Ậѕᵺ  

国内外の地理的、歴史的、教育・文化・スポーツなど、様々な縁や結び付きを契機とした、都市間の交

流を展開することにより、歴史的なつながりなどの再確認と次世代への継承、さらには互いの地域の活

性化につなげていきます。 

姉妹都市との交流や、住民参加による多様な国際交流を推進し、住民の国際理解や国際交流の促進

に取り組みます。 

また、外国籍住民の増加と定住化が進む中、在住外国人が地域社会で安心して日常生活を営めるよ

う、労働・居住・医療・福祉・教育等各方面での環境整備を図り、外国人の自立と日本人との相互理解を

促進し、多文化共生社会の実現を図ります。 

ὡ ẇΪ  

５０年後・１００年後の軽井沢を見据えて住民と行政が共に考え行動する「風土自治」実践のしくみで

ある軽井沢２２世紀風土フォーラムにおいて、住民とともに考え、住民主体のまちづくり活動を支援するこ

とにより、住民参画のまちづくりを推進します。 

また、自治会（区）等のコミュニティ活動を活性化するとともに、ボランティア、NPO 等の育成や活動支

援を行い、住民相互の連携によるまちづくりを進めます。 

男女共同参画（ジェンダー平等）社会の実現に向けて、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分

かち合い、性別にかかわりなくその個性と能力を十分に発揮し、自分らしく生きることのできるまちづくり

ӣ  
ѯ  
↓ṭ  
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を目指します。 

高齢者を中心とした消費者被害の深刻化やインターネットを利用したネットショッピングなどの拡大に

伴うトラブル、特殊詐欺被害等の急増などにより、消費者の安全・安心の確保に向けた一層の取り組み

が求められています。犯罪のない安全で安心して暮らすことができるまちにするため、住民一人ひとりが

防犯意識を高め、地域で自主的な防犯活動に取り組む等、防犯に対する地域力を高めるまちづくりを推

進します。 

Ậ̘̓  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は生活様式、教育、働き方など社会全般に大きな影響をもたら

し、今後デジタル化の動きが急激に加速することが見込まれます。ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）

の推進と職員力・組織力の向上により、利用者中心の行政サービスの提供と効率的・効果的な行政運

営を図ります。 

財政の健全性をしっかりと確保しながら、持続可能なまちであり続けるためには、限られた行政資源の

選択と集中により、最少の経費で最大の効果を挙げる、先を見据えた戦略的な行政経営の推進を図りま

す。 
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[ ї ᴁΪ]  

まちづくり分野に関連す
る主な個別計画を示し
ています。 

[ [פ  

現状及び今後の主要課
題を簡潔に整理したも
のです。 

［基本政策］［まちづくり分野］を示しています。 [ ]  

まちづくり分野の目指す将来の姿を示しています。 

[ ѯ ⁯]  

ビジョンが示す方向性に
ついて簡潔に示していま
す。 

[ ᴄ s ї ]  
ＳＤＧｓのゴール推進に
関連する取り組みにつ
いてＳＤＧs や総合戦略
アイコンとともに示して
います。 

ᴁΪ ᴳ  

 

基本計画は、基本構想のまちづくり体系に基づき、５つの基本政策、また、基本政策の下には、それぞれ

２～７のまちづくり分野で構成されています。（基本構想34 ページ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ ἧ ]  
ビジョンを実現するため
の具体的な目標を示し
ています。 
 

目標達成に向けた主な
取り組み（達成手段）を
示しています。 
 

目標の達成度を測る主
な指標を示しています。 
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２ シティ・プロモーション 
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1 - 1  ᾶẪͯ ṭ 

 

פ  

本町の婚姻件数や 0～14 歳の年少人口割合は減少傾向が続いていることに加え、新型コロナウイ

ルス感染症の流行は、結婚や妊娠に少なからず影響を及ぼしており、安心して子どもを生み育てられ

る環境を整備することが、より重要となっています。 

少子化を乗り越えるため、結婚・子育て世代が将来にわたる展望を描ける環境をつくるとともに、結

婚、妊娠・出産、子ども・子育てに温かい社会をつくることが必要です。 

ѯ ⁯  

・若い世代が、希望を持って結婚、就労ができるような環境を整備します。 

・若い世代が、町の発展にかかわろうとする意欲を培うため、意見や意識を把握する機会を設け、自由

な発想や提案のくみ上げを行います。 

・福祉医療制度の充実を図り、安心して出産・育児ができる環境を整備します。 

・子育てと仕事を両立するための支援の充実、妊娠・出産期から子育てまでの切れ目のない総合的な

子育て支援サービスの拡充を図ります。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

軽井沢高校での地域開放講座の開催回数 回 ３ ５ 

ἣ ⅎ а ˢ ὀ уӨ ↔  

ᴄ˜ ᷈ᶡ ϹὌ ᶓ Љ Ӫͯ 

ϹὌ Ằ ὢỸ 

Ӱ˟уӨ ὢỸ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

待機児童数 人 0 0 

子育てしやすさの満足度＊ 

指数 

  

就学前児童保護者 57.6  80.0  

小学生保護者 

 

48.7  

（2019 年） 

80.0  

 

 
Ϲᶡӈ‗ ᾦͯ 

˟ốằ̻ ὢỸ 

ẻ˛ ⅝ ὢỸ 

ὶẏά֖ ằӈ 

Ẫ˟ ⅎ ̘ὡ ╣ ӌ 

ᴄ s ї  

  

◆保健・福祉・医療の充実 

 
◆仕事と子育ての両立支援  

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町子ども・子育て支援事業計画 

◇健康かるいざわ21  

 

 

  

 ʸ• Ẫ − ˟ уӨ  

総合戦略ゴール  
ふるさと軽井沢で 
子どもを産み・育む 
環境をつくる 

子ども・子育て支援事業計画策定のためのアンケート調査結果（令和元年度（2019 ）） 
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1 - 2   

פ  

本町は、国内有数の保健休養地として発展してきました。令和２年度（2020 ）の東京在住者のアン

ケートにおいても、いってみたい観光地の上位に位置しており、別荘地の都市イメージを持つ人が多く、

また、社会増が続いています。 

しかし、少子高齢化は進行しており、将来を担う若者の定住人口の獲得によるバランスの取れた人

口構造基盤を目指すため、本町の優れた自然や長い歴史、住民に培われてきた文化、観光資源、イベ

ント等の価値を磨き、国内外に本町の魅力を幅広く情報発信することにより、まちのイメージ向上と人々

の交流促進や経済の活性化を図ることが重要です。 

ѯ ⁯  

・住民のまちに対する誇りと愛着を育み、ライフスタイルから生み出される本町の魅力を軽井沢ブランド

として、戦略的・効果的に広く発信するシティ・プロモーションを住民と共に進め、行きたいまち、住みた

いまちとして発展することを目指します。 

・国際会議都市として国内外にアピールし、国際親善文化観光都市にふさわしい世界のリゾート地を

目指します。 

・国内外の人々へ本町の魅力を発信することで、本町に対する興味や関心を喚起し、交流人口や関係

人口の増加につなげます。 

・近年進んでいるテレワークの促進を関係団体と共にワーク＆バケーション、エディケーションとして「軽

井沢ワーケーション」の推進を実施していきます。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

ＳＮＳの登録者数 件 3，537  13,000  

ＭＩＣＥ開催件数 件 130  150  

Twitter Facebook LINE YouTube Љ נּװ “ 

ᴄ˜ γҡ Ậ₢⁮ӣҡγ ע γҡ Ậ “ 

ḊṔγҡ ̥ᵴ ᴷ ⅝ ϯ  

Љ ₢⁮Ỏԃ ὢỸ  

1 - 2   

‫ −Љ ỦỖ ҷ  
ᶆῲ  

 ᴄ˜ ỉᵃ Љ ⁮  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

さわやか軽井沢ふるさと寄附金件数 件 -  6,000  

テレワーク施設か所数 か所 25  30  

ᴄ˜ Ѳ ֖ ὢỸ 

ᴄ˜ Ѳ ֖ Љ ї Ἶ  

ӏ ӌὡ  ⁮אָ

₢⁮ 

ᴄ s ї  

  

◆ディーセントワーク（働きがいのある人間らしい仕事）環境の推進 

 
◆ブランド力の基礎となる産業の振興 

 

 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町インバウンドビジョン 

◇軽井沢観光ビジョン 

 

 

総合戦略ゴール  
魅力ある地域づくりと 
特性を活かした 
軽井沢ブランドの形成 

 ὡ⁵ᶅ ˓ổ ї⁵גᶅ +  
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2 - 1  ỡ◦уӨ 

 

פ  

本町は、町内のいたるところに民有林が広がり豊かな自然に囲まれている一方、整備が行き届かな

い森林が増加しており、森林が担う水源涵養・土砂災害の防止・環境の保全などの多面的な機能を

維持することができなくなることが危惧されています。 

このため、自然環境の保全に向けた循環社会への転換や再生可能エネルギー利用への関心を高

めてもらうとともに、森林の持つ防災減災機能が十分に発揮されるよう、健全に循環する森林環境を

整備していく必要があります。 

また、自然豊かな本町には、ツキノワグマ、ニホンザル、ニホンジカ、イノシシ等の野生動物やアライグ

マ、ハクビシン等の外来生物が生息しており、地域の自然環境に大きな影響を与えたり、農作物を荒ら

したり、建物に侵入するなどの被害を及ぼしているため、引き続き対策が必要です。 

ѯ ⁯  

・森林の適切な管理を促進し、間伐等整備により森林の持つ防災減災機能の強化や、ＣＯ2 吸収量の

増加へつなげることで、ＣＯ2 排出実質ゼロ（ゼロカーボンシティ）の達成に努めます。 

・農作物の被害や森林生態への影響が大きいニホンジカ、イノシシの有害鳥獣駆除やアライグマ、ハク

ビシン等の外来生物の駆除を行います。 

・住民との協働で町内全域に生息しているアレチウリ、オオキンケイギク、ウチダザリガニ等の特定外来

生物を駆除し、植生及び生態系を保全します。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

森林経営管理制度に係る集積計画 

策定面積 
ha 0 20  

森林経営管理制度に係る間伐等整備面積 ha 0 20  

‭ ш̘ת ⅝ ̓   

‭ ш̘ת ⅝ ҷז  

‭ ╕ ш ї ῾ “ Ӫͯ ὢỸ 

Ẉ Ẉ ˓ổ ш ↔  

ᶀӡᶏỎ FCS ‭ ш ӣҡγ ῥṗ Ạ  ⁮אָ

  

 ‭ Ẉ ╕ ш ⁮אָ  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

ニホンジカの捕獲頭数 頭 753  770  

外来生物（アライグマ・ハクビシン等）の 

捕獲頭数 
頭 34  35  

地域との協働による特定外来生物（植物）の 

駆除活動 
ε 0 6 

− פֿ ↑ ☺ 

ϓ Ὡ ṭ ₢⁮ 

ϑ − ˞דּ− ῾ ӡ ὡ ӣ ֢ᾤ 

− ὶᵅ˂ ῾ ᶀ  

ᴄ s ї  

 
◆森林環境の健全な循環の保全 

 
◆有害鳥獣による食害防止や外来生物の駆除による陸上生態系の保全 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町森林経営管理制度実施方針 

◇軽井沢町森林整備計画 

◇軽井沢町鳥獣被害防止計画 

  

 ϓ Ὡ ϑ − ∆ ֢ᾤ ỡ◦ ӡ−  
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2 - 2  уӨ Κ ᵂ 

 

פ  

ＣＯ２排出量の増加による地球温暖化、また新たな開発や都市化による自然環境の破壊等により本

町を取り巻く独自の自然環境が失われつつあります。 

本町では、令和 32 年（2050 ）を目標とするＣＯ2 排出実質ゼロ（ゼロカーボンシティ）を宣言してお

り、具体的な方針として「軽井沢町ゼロカーボンシティ実現へ向けて」を作成し、ＣＯ2 排出量削減に努

めています。 

持続可能な社会を築くためにも、再生可能エネルギーを活用することで本町の自然豊かな生活環

境を守っていくことが重要です。 

ѯ ⁯  

・環境に配慮した生活様式の定着や再生可能エネルギーの有効活用等を進めることにより、脱炭素社

会の実現に向けた取り組みを推進し、地球温暖化防止に努めます。 

・ＣＯ2 排出量の削減に向け、次世代自動車への転換・普及を目指し、環境負荷の軽減を図ります。 

・更なる廃棄物の減量化、廃棄物リサイクル率の向上により、循環型社会の形成を図り、環境にやさし

いまちづくりを目指します。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

グリーン購入割合 ％ 88.9  100 .0  

水素ステーションの設置数(累計） か所 -  1 

電気自動車用急速充電器の設置数(累計） か所 ２ ８ 

̯ᶀ̴Ẵ╚ ẬẴ╚ ῒ ḽ Љ  

ỗⅎ ỡ ἒ ҷ ᶀӡᵺ ♬ͯ ₢⁮ 

ὡ ỡ ἒ ₢⁮ Ἶ  

◇公園・都市施設照明の LED 化の推進 
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2 -  уӨ Κ ᵂ 

ᶆ уӨ Κ ᵂ  



ѯ ↓ṭ  уӨ  

55  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

環境配慮型の住宅の普及数(累計） 件 -  120  

住宅用太陽光発電システム等の普及数 

(累計） 
件 343  513  

ᶀӡẴ╚ ͯ ὡ

ͯ₢⁮ 2Ṧᵂ 

ᾴ₣ ╚ Ӝӈ ᴮӃ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

廃棄物のリサイクル率 ％ 21 .0  28 .0  

貯木場枝破砕（チップ加工）量 ㎥ 6,735  7,400  

ペレットストーブ等補助金交付台数 台 3 6 

̓ ₢⁮ 
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0  

◆環境性能に配慮した製品の調達 

◆再生可能エネルギー、クリーンエネルギーの普及促進 

 ◆ごみの再利用、再資源化の推進 

◆再生建設資材の利用 

 
◆自動車の排出ガスによる大気汚染防止及び地球温暖化防止 

 
◆森林資源の有効利用 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町地球温暖化対策実行計画  

◇軽井沢町分別収集計画 

◇軽井沢町一般廃棄物処理基本計画 

◇軽井沢町ゼロカーボンシティ実現へ向けて  

 ᴤ ῒ ͯ ḽ−; ⁮  
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2- 2 環境負荷低減 

2 - 3  ₣  

 

פ  

本町は、滞在客が増加するゴールデンウィークや夏期に水の需要が著しく増加します。安心して、お

いしく飲める水の安定供給を行うため、自己水源である表流水、地下水、湧水を保全するとともに、老

朽化が進行している水道施設の更新整備と適切な維持管理を行う必要があります。 

また、本町は千曲川の上流に位置することから、公共下水道事業及び農業集落排水事業の推進と、

合併処理浄化槽設置者による適正管理対策を行うことで、地下水汚染の大きな原因のひとつである

生活排水を適正に処理し、生活環境の確保と公共用水域の水質保全を図ることは重要です。 

さらに、地球温暖化による影響もあり、台風や集中豪雨による災害リスクも高まっており、地域内にあ

る用排水路についても、住民の協力を得て維持管理を図り、防災・減災に努めていく必要性が高まっ

ています。 

ѯ ⁯  

・持続可能な地下水の保全と利用を推進します。 

・水道施設の老朽化・耐震化対策等を含めて、計画的な整備と適切な維持管理による機能の維持・向

上に努めます。 

・長期的視点に基づいたストックマネジメント事業を活用し、公共下水道事業及び農業集落排水事業

の各施設の効果的・効率的な維持管理及び耐震化対策を進めます。 

・良好な自然環境の保全及び住民の自然とのふれあいの空間を確保し、自然に対する意識の向上を

図るため、水に直接触れることができ、水遊びができるような親水空間の整備を図ります。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

下水道接続率 ％ 82 .0  85 .0  

地下水保全条例に基づく手続きの遵守率 ％ 100 .0  100 .0  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

用水路の整備延長 ｍ 450  500  

準用河川・普通河川の整備延長 ｍ 0 100  

ᴁΪ ₣ ↔  

ΐ╩ ↔  

⁪ ϻ ⁪₣↑ ᶀ̴ ↔  

ᴄ s ї  

 
◆水資源の良好な循環 

 
◆町で発生した汚染が海洋に流れ込むことを抑制 

 
◆地下水の保全 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町上水道事業経営変更計画  

◇軽井沢町水道ビジョン         

◇軽井沢町水道事業アセットマネジメント       

◇軽井沢町下水道ストックマネジメント計画       
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3 - 1  −ЉуӨ 

 

פ  

誰もが心地よく暮らせるよう生活環境を整えることは、地域の魅力や人々の生活の質を高めることに

つながります。 

本町の緑豊かな自然、歴史及び文化を日本の貴重な財産として守り育てながら世界的視野と未来

への展望に立って、誰もが心豊かに健康で安心した生活が送れる良好な生活環境を守り、後世に引

継いでいく必要があります。 

また、国際親善文化観光都市として、障がいの有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々

が利用しやすい都市、生活環境をデザインし、安心して快適に生活できるまちづくりを推進していくこと

が重要です。 

ѯ ⁯  

・安心して生活できるまちづくりのため、ユニバーサルデザインを普及させます。 

・土地利用行為については、必要な手続等を定めることにより、長期的・総合的観点から自然環境及

び景観を保護し、明るく健康的な保健休養地としてのまちづくりを推進します。 

・町営住宅の適切な維持管理とともに、現存する１２団地の集約の検討、また、民間への運営の移行も

視野に入れ、安心で快適な住まいづくりを進めます。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

小中学生のユニバーサルデザイン認知度 ％ -  95 .0  

住みやすさに満足している割合＊ ％ 62.6  70.0  

 
 

δ Ѿγ ὢỸ 

ᶀӡẴ╚ ͯ ₢⁮ 

 

  

פֿ  ⁵ Ậ −ЉуӨ  

3 - 1  −ЉуӨ 

＊町民等意向調査結果（令和２年度（2020 ））「住みやすい」と「やや住みやすい」を合わせた割合 



ѯ ↓ṭ  ι  

61  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

グリーンインフラ導入件数 件 -  2 

パークPFI 導入件数 件 ‐ 1 

ᶀӡẴ╚ ͯ ₢⁮ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

町営住宅の改修数 件 25  32  

アダプトプログラムによる公園・緑地等の美

化推進団体数・か所数 

団体 

か所 

3 

３ 

6 

6 

ҽѬᴹᴤ π◘Ъḉ ₢⁮ 
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 ◆安心して快適に住める住宅の確保 

◆多くの人々が安心して快適に利用できる公共空間の環境整備 

 
◆緑化によるヒートアイランド現象等の緩和 

 
◆民間が有するノウハウ等を用いた都市公園の運営 

ї ᴁΪ  

◇庁舎建設及び周辺整備基本方針 

◇軽井沢町都市計画マスタープラン 

◇軽井沢町公共施設等総合管理計画 

◇軽井沢町公営住宅長寿命化計画 

◇軽井沢町緑の基本計画   

 ͯ ⁮  
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3 - 2  ṉ 

 

פ  

本町は、活火山浅間山の火山活動や集中豪雨による災害などが比較的発生しやすい状況であり、

迅速な情報収集、情報提供が求められています。 

防災行政無線のデジタル化は完了しており、今後は、戸別受信機等の情報伝達手段の多様化を進

めるとともに、ＩＴ弱者への対応が課題となっています。 

また、多くの滞在客を受け入れているため、災害時のみならず、日頃の安全確保とその他不測の事

態が発生した場合の、広域避難計画の整備を進める必要があります。 

さらに、災害時の避難所開設に関して、避難所の周知や新型インフルエンザ等の感染防止策が必

要とされています。 

ѯ ⁯  

・災害から生命・身体や財産を守るため、地域の防災力を高めるとともに、耐震化による建築物の安全

性の確保や道路や河川整備によるライフラインの強化を進め、災害に強いまちづくりを推進します。 

・避難所の周知を行うとともに、避難所のマスク着用の徹底や手指消毒など基本的な新型インフルエ

ンザ等の感染症対策を実施します。 

・ＳＮＳ及び防災行政無線、ホームページ、メール配信等を活用し、迅速な災害に関する情報提供を行

うとともに、ＳＮＳ、ＡＩ（人工知能）等による情報収集を図ります。また、ＩＴ弱者に対しては地域包括ケ

アシステムを活用し、地域との協働により支援を行います。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

自主防災組織設立数(累計） か所 13  20  

消防団員数 人 293  362  

消火栓・防火水槽設置数(累計） 基 1,013  1,030  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

準用河川・普通河川の整備延長（再掲） ｍ 0 100  

浸透舗装及び浸透路盤の整備延長 ｍ 200   500  

住宅耐震診断件数 件 10  10  

耐震補強工事補助件数 件 0 1 

ΐ╩ ↔ ḽס  

  א Ӫᶏ  ⁮אָ

҉ ∕ →אַ ḱ 

ὡ ⁴⁫ ὡ ⁴ Ӫ ᾝ 

ϓ ặ Ἱ ш Ằ ז  

 

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

メール配信サービス＊の登録者数 人 6，271  13 ，000  
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 ◆災害による死者や被災者数の低減 

◆消防施設の充実 

 
◆自主防災組織の結成 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町地域防災計画 

◇軽井沢町国民保護計画 

◇軽井沢町国土強靭化計画 
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פ  

公共交通は、住民や観光客にとって、通勤・通学・通院・買物や観光などの移動手段のほか、ＣＯ２の

削減、道路交通の渋滞緩和の観点でも重要な役割を担っています。 

そのため、既存の交通網の充実や新たな公共交通施策の導入、ＩＣＴ、ＡＩ等の技術を活用した渋滞

対策により、人と環境にやさしい交通ネットワークを形成していくことが求められています。 

また、町内への移住者も増え、今まで通行者の少なかった道路なども通行車両が増えてきているた

め、設備や意識面からの交通安全対策とともに、道路網の補修・整備が必要です。 

ѯ ⁯  

・住民や観光客が利用しやすい公共交通ネットワークを形成します。 

・通年化した渋滞を緩和する施策や新たな公共交通施策を推進します。 

・警察署、交通安全協会、交通指導員等と連携し、町内の保育園、小・中学校と高齢者を対象に交通

安全教室を開催し、交通安全意識の高揚を図ります。 

・災害時も安全に通用できるよう、道路や橋梁の補修を進めます。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

しなの鉄道町内３駅利用客数 万人 
177  

（2019 年） 
180  

町内循環バス乗降客数 人 
94 ，946  

（2019 年） 
105,000  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

交通事故負傷者数 人 129  110  

交通事故死者数 人 0 0 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

町道の道路補修工事延長 ｍ 3,950  4,000  

橋梁長寿命化済か所数(累計） か所 13  20  

狭あい道路整備件数 件 13  15  

Ӵ Ἠ ⅝ ז   
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◆交通弱者のニーズに配慮した持続可能な交通施策の推進 

 
◆交通安全の推進 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町交通安全計画 

◇軽井沢こぶし教育 

◇軽井沢町教育大綱 

◇軽井沢町橋梁長寿命化修繕計画  

 г▬ ҷ −Љ ↔    
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פ  

本町では、「軽井沢町景観育成基準ガイドライン」によって自然や景観の保護が図られているととも

に、昭和４７年（1972 ）に町独自の基準である「軽井沢町の自然保護対策要綱」を定め、時代状況に

合わせて改正し、無秩序な開発や景観破壊の防止に努めてきました。また、軽井沢グランドデザインの

考え方を踏まえ、住民主体による地域の将来ビジョンについて検討を進めています。 

しかし、近年の住宅・別荘建築、宿泊営業施設等の増加に伴い、建築後の景観や開発地の長期的

な修景が課題となっています。 

良好な景観、まちなみの形成を目指し、本町ならではの美しい景観を一層磨いていくためには、無電

柱化や公共サインのデザインの統一化、道路や公共施設の緑化を進める必要があります。 

ѯ ⁯  

・「軽井沢町の自然保護のための土地利用行為の手続等に関する条例」に基づく事前協議を経て、自

然保護対策要綱の遵守に努めます。 

・住民との協働により策定する「まちなみ景観等に関する基準」に基づき、景観育成を推進します。 

・基準に不適格な広告物をなくし、安全な広告物表示と美しい景観を損なうことのない広告表示となる

よう、公共サインガイドラインに基づいたサインの更新等を図ります。 

・国の無電柱化推進計画を踏まえ、新設電柱の抑制を図りながら無電柱化を推進します。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

自然保護対策要綱の遵守率 ％ 100.0  100.0  

のぼり旗、電光掲示板等の不適広告物の 

是正件数 
件 18  0 

無電柱化実施件数(累計） 件 ‐ ２ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

公共サイン更新件数(累計） 件 -  10  

景観育成住民協定締結団体数(累計） 団体 １ 3 
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 ◆多くの人々が安心して快適に利用できる公共空間の環境整備 

◆ピクトグラム等を用いた公共サインの積極的設置 

 
◆住民主導のまちなみ景観基準策定意識の醸成 
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本町は、明治以来の保養休養地としての歴史を積み重ね、自然環境の保護と観光の発展を両立し

独自の文化を築いてきました。新幹線や高速道路により首都圏等からのアクセスがよく、夏の避暑地

や保健休養地として発展し、近年は観光リゾート地としても国内外へ知られるようになっています。 

しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、国内外からの観光客も大きく減少しており、

本町においては観光面も含めて新たな展開が求められます。 

また、観光客のニーズや関心は多様化しており、広域連携の更なる推進によって周遊促進を図ると

ともに、訪れて快適に過ごせる環境を整え、長期滞在できる保養地としての観光振興を図る必要があ

ります。 

ѯ ⁯  

・広域連携も含めた他地域と連携を図り、本町を中心として長期滞在ができるような軽井沢リゾート生

活圏の形成を進めます。 

・自然、動植物、歴史・文化、スポーツ、健康等の様々なツーリズムの推進をしていきます。 

・地域での社会参画・協働、ふるさと回帰等、多様なライフスタイルも含めた観光を推進していきます。 

・四季折々の良さを情報発信することで本町の歴史・文化に触れてもらい、国内リピーターを増やすと

ともに、インバウンドにも対応できる滞在型リゾート地を目指します。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

別荘平均利用日数 日 
17  

（2019 年） 
22  

一人当たり1 日平均観光消費額 円 
3，200  

（2019 年） 
3，500  

◇滞在型リゾート圏の形成とコア機能の構築 

῾ “ ᶺ◗ ῾ Ӝ 

⅝ ᶆ ҅╜ ẋͯ ϋḼ 

◇保健休養地としての特性・環境を活かした療養機能の充実 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

体験型ツーリズムのプログラム数 コース 0 5 

ͯ ϯ  

ḀὯ ₢⁮ 

ͯЉ ằ̻ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

観光客数 万人 
840  

（2019 年） 
850  

インバウンド数 万人 
20  

（2019 年） 
30  

ѐᵿ Ӫͯ 

⁮אָ ằ̻ 

ᴄ s ї  

  

◆軽井沢固有の歴史・文化や工芸等の地域ブランド販促につながる観光業の促進 

 ◆国や地域にかかわらずスポーツ体験・滞在を継続的に提供できる 

体制の整備 

 

 

 
◆歴史的・文化的環境の保全や自然環境等の整備による各種のツーリズムの推進 

 
◆自然環境に対する理解や意識の高揚 

 

ї ᴁΪ  

ᴄ˜  

ᴄ˜ ѐᵿ   
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 Ḋ ϑ ѐᵿү  

総合戦略ゴール  
軽井沢へ新しい 
人の流れを生み出す 
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פ  

活力ある地域を維持していくためには、本町の強みを活用した地域産業の振興を図るとともに、新

分野への進出・起業がしやすい環境を整備することが必要です。 

本町の事業所数は約 1,600 強で第３次産業が大半を占めており、更なる発展を目指し、商工会を

はじめとする関係団体と連携し企業の経営力の向上や地域産業の活性化に取り組んでいます。 

商業については、商店街の衰退傾向に歯止めをかけるべくサービス生産性の向上・ものづくりにお

ける経営・金融・労働・その他の相談や講習会・セミナー等の開催に力点を置くとともに、各商店会支

部での地域の活性化によるバザール等の支援に取り組んでいます。 

工業については、事業数が微減しているものの、本町の特徴である別荘文化と観光立地を活かし、

建設業や製造業には、存続の継承を行う上で必要な融資あっせん、補助制度等の支援の充実を図っ

ています。 

ѯ ⁯  

・観光産業を軸とし、１次×２次×３次産業の連携を強め、６次産業の多角化の推進を図ります。 

・地域産業の連携により軽井沢ブランドを確立し、商工業の底上げを図るため、商品開発や販路開拓

等を支援します。また、関係団体と連携し、既存事業者の経営支援と中小企業の経営力向上支援及

び創業者支援を行い商店街や地域産業の活性化を図ります。 

・大学や地域の企業との産官学連携を軸に、新商品・新サービス、新しいビジネスモデルの開発などに

より、付加価値の高い企業への転換を促進するとともに、地域に定着し発展していく企業等と連携を

図ります。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

商工会会員数 者 658  672  

商工業者数 者 1，275  1，300  

チャレンジショップ出店後に町内で開業した

店舗数(累計） 
店 12  18  

ᾴѪԃ̘ת ằ̻ ỉ⅝ ᾝ→⅝ ᶼὌγ ϋḼ  

ᾬ ϚЉ↑ͯ ϋḼ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

軽井沢ブランド認定数(累計） 件 16  30  

発地市庭直売所の町内会員数(累計） 人 105  130  

Ậ  ⁮אָ

ᴄ˜  ⁮אָ

ϧẏԃѕ ע ᾬ ϋ 

 

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

創業支援者数(累計） 者 63  70  

ẏаϹ ע ⱦԃằ̻ 

 

ᴄ s ї  

 
◆地域貢献につながる中小企業等の事業継続支援の実施 

 
◆産業の連携を通じ、ブランド商品化による６次産業の推進 
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本町の農業は、地域特有の気候を活かし、朝に発生した霧によるみずみずしさが特徴の高原野菜を

中心に営まれています。この高原野菜を首都圏、関西圏を中心に市場へ出荷しており、発地市庭では

地産地消にも努めています。 

しかし、農業を取り巻く環境は、従事者の高齢化や担い手の不足など厳しい状況であり、耕作放棄

地の増加が大きな課題となっています。 

また、農業の自然循環機能を大きく増進し、環境への負荷を低減する有機農業の推進が消費者意

識の向上からも求められています。 

ѯ ⁯  

・新規就農者の育成・確保、農地の利用促進を行い、耕作放棄地の減少を目指すとともに、生産性の

高い農業を目指します。 

・安全・安心な野菜を提供するためにブランディングの推進や発地市庭を中心とした地産地消を行い

持続可能な農業を目指します。 

・農業に由来する環境への負荷を低減した、持続可能な生産方式への転換を推進します。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

認定農業者数(累計） 人 65  80  

新規就農者数(累計） 人 2 10  

ϋầỖ̘ת ϯ ԃ Ѿσ Ἠ ằ̻ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

利用権設定、中間管理事業による農地集積

面積(累計） 
ha 63  140  

認定農業者の耕作面積(累計） ha 151  200  

ᴪ╚ ѕш Ỏԃ ₢⁮  

פֿ Ѿ ằ ᵺ ֖ Љ  

 

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

有機 JAS の認定件数(累計） 件 1 10  

Ậ  ⁮אָ

Ѿ JAS ₢⁮ 

ẏ Ή ₢⁮ 

 

ᴄ s ї  

 
◆中心となる農業経営体の育成 

 
◆有機 JAS の認定 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町農業振興地域整備計画 
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医療技術の目覚ましい進歩や生活水準の向上により、生活は便利になった反面、運動不足や栄養

の偏り等の生活習慣の乱れによる、がんや糖尿病など生活習慣病の増加が社会問題化しています。 

健康は一人ひとりの日々の積み重ねにより保持・増進されることから、日々健康に関心を持ち、健康

づくりに取り組める、安心して暮らせる健康福祉のまちづくりが期待されています。 

また、住民はもとより観光客も安心して受診できるウェルネスリゾートのまちづくりのためには、本町

の医療体制の中核を担う軽井沢病院の職員の資質の向上を図り、合理的かつ効率的な病院運営に

努めることが重要となります。 

ѯ ⁯  

・生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上、生

活習慣及び社会環境の改善、食育の推進等に取り組みます。 

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施により、データ分析に取り組み、予防のための周知及び

勧奨に努めます。 

・軽井沢病院の高度医療機器の利用促進として地元開業医と連携し、地域医療連携の更なる強化を

図り、住民に安全・安心な医療を提供するように努めます。 

・感染症による健康被害を最小限に食い止めるため、予防対策など事前の備えを充実させるとともに、

緊急時の対応力の強化や支援体制の充実を図ります。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

特定健診受診率 ％ 30 .0  50 .0  

特定保健指導率 ％ 41 .0  50 .0  

いきいき健診受診率 ％ 13 .0  23 .0  

ꞋḀ ˞ ᴜЉ ₢⁮ 

Ῠἐ ϧἯᴜ⁫ ᴩ⁫ ἵ⁫ָא⁮ 

ᴜᶕˋủ ᷈ ᵭ ⅝ ↔  

 

  

 ᴜᶕἷ ‛  

4 - 1  ᴜᶕ 

ᴜ ˛ ⅝ ὢỸ ᴜᶕ ἷ  



ѯ ↓ṭ  Ἠ ẙ  

77  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

常勤医師数 人 12  14  

訪問看護事業等の強化のための看護師数 人 3 6 

軽井沢病院の経常収支 百万円 - 222  単年度黒字 

˛ậҷ цᵶậ ϯ ⁫ ⅝ ὢỸ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

高齢者のインフルエンザ予防注射の接種率 ％ 61 .0  64 .0  

子宮頸がんワクチンの接種率＊ ％ ４.0  20 .0  
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 ◆健康意識高揚のための周知や勧奨の取り組みの推進 

◆すべての人々の健康的な生活の確保、福祉を促進 

 
◆住民の健康増進 

ї ᴁΪ  
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小学６年生～高校１年生対象 
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住民が抱える課題が複雑化・複合化しており、子ども・高齢・障がい・生活困窮といった分野別の支

援体制では、複雑・複合的な課題や狭間のニーズへの対応が困難になっています。 

本町においても少子高齢化は進行しており、このまま高齢化が進むと、社会を支える人が減り、支え

られる人が増えることになり、地域コミュニティの機能の低下が懸念されています。 

そのため、自助・共助・公助の多様な支え合い、助け合いの心がつながりながら、地域福祉を「我が

事・丸ごと」の視点で包括的に捉え、多くの人々の参画のもとで、「地域共生社会」を実現させることが

求められています。 

ѯ ⁯  

・高齢者だけでなく、障がい者や子どもなど、地域で暮らすすべての人々が、それぞれの役割を持って、

自分らしく活躍できる「地域共生社会」の実現を目指し、重層的支援体制の構築に努めます。 

・地域でみんなが支えあうことができるように、すべての住民を対象とした福祉教育、意識啓発活動の

展開、福祉活動を支える人材の育成を進めます。 

・自助（自分のことは自分でする）を基本としながら、互助（近隣・地域で支える）や制度化された共助

（介護保険や医療保険などのサービス）、適切な公助（行政による公的サービス）が連携して様々な

課題解決に取り組みます。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

避難行動要支援者名簿登録者支援率 ％ 77.6  90 .0  

ゲートキーパー養成研修受講者数 人 
８ 

（2019 ） 
29  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

一般介護予防事業地域の通いの場設置数

(累計） 
か所 22  25  

介護サービスに満足している割合＊ ％ 
90.6  

（2019 年） 
92.7  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

子育て支援センターの登録者数 人 854  880  

ファミリーサポートセンター事業会員数 人 40  100  

乳幼児健診受診率 ％ 97.0  100.0  

Ẫ˟ ằ̻ӏ Ẫ˟ ⅎ Јằ̻ Ẫ · ꞋḀằ̻ӏ ↔ Ѿ
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

地域活動支援センター利用者数 人 27  35  

福祉施設利用者の一般就労への移行者数 人 ２ 5 

Ѫԃ Ỏԃᾒ ΅ ἐᵣ Ἶ ז  

΅ ἐ ˢ ὀ ᶆ ằ̻ ⅝ Ӫͯ 
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高齢者等実態調査結果（令和元年度（2019 ）） 
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◆安定した就労につながる支援の推進 

 
◆子育て支援施設の整備と充実・保育サービスの充実 

 
◆重層的支援体制の整備 

 
◆保護を必要とする子どもと家庭への切れ目のない支援 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町子ども・子育て支援事業計画 

◇軽井沢町地域福祉計画（子どもの貧困対策計画・成年後見制度利用促進計画） 

◇軽井沢町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

◇軽井沢町障がい者計画 

◇軽井沢町障がい福祉・障がい児福祉計画 

◇軽井沢病院改革プラン 
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ＶＵＣＡ（将来を予測するのが困難な状態のこと）時代の中で、子ども一人ひとりが将来の夢を持ち、

たくましく育ち、個々の能力を伸ばすことができる教育とともに、国のＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、

ＩＣＴを効果的・有効的に活用していくことが求められています。 

また、学校の運営を、学校だけではなく住民も一緒になり、育てたい子ども像を共有するため、学校

と保護者と住民が一体となって、学校の運営改善や児童・生徒の健全育成に取り組む体制が求めら

れています。 

さらに、町内の長野県軽井沢高校の存在は、町の活性化・まちづくりには不可欠であり、将来の本町

を担う人材を育てる場としても必要ですが、ここ数年、入学者数の減少が続き、再編（統廃合）の対象

となることが危惧されています。 

ѯ ⁯  

・教員の資質・指導力の向上によって、確かな学力の向上を図るとともに、児童・生徒の社会性や心身

共にたくましく生きていく人間性の育成に努めます。 

・安全・安心で快適に利用できるＩＣＴ環境の継続的な整備と教員への継続的な支援により、新しい時

代に求められる子どもの資質・能力を育てます。 

・地域と一体となって子どもたちを育む、地域とともにある学校づくりにより、学校運営に地域の声を積

極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めます。 

・教育環境の向上と施設の老朽化対策を実施し、環境に配慮した利用しやすい施設整備を進めます。 

・学校給食への地場産物の安定供給に努めるとともに、生産者との交流や農業収穫体験を通じて、地

域の特色や農産物への理解・関心を深めます。 

・町の活性化・まちづくりに不可欠な軽井沢高校の魅力化を図り、存続のために町として地域を巻き込

んだ支援をしていきます。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

イマ―ジョン教育講師数 人 1  ４ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

学校給食応援隊取り扱い野菜品目数 品 ６ 10  

学校給食の残食量（1 日１校当たり） ｋｇ 3.4  2.0  

ϹᶡẴ╚╚ ↔ ὢỸ 

ᴜᶕẰ ꞈ ⅝ ὢỸ 

Ϲᶡӈ‗̻͒ Љ ằ̻ ‗˟ ₢⁮ 

 

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

定員に対する入学者の割合 ％ 94 .0  100 .0  

軽井沢中学校卒業生の軽井沢高校進学者

の割合 
％ 20 .0  30 .0  

町学習センター利用者数 人 27  40  

ᴄ˜ ᷈ᶡ ϹὌ ᶓ Љ Ӫͯ ḽס  

ϹὌ Ằ ὢỸ ḽס  

ᴄ s ї  

 
◆心身の健康を守る学校づくり 

 ◆地域と協働した教育体制の確立 

◆児童・生徒の安全な学びの環境づくり 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢こぶし教育 

◇軽井沢町教育大綱 
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פ  

心の豊かさや生きがいを求める意識が高まる中、生涯学習やスポーツ活動に対する住民の参加意

向が強まっており、また、ニーズも多様化・高度化しています。 

そのため、住民のニーズに応じた地域における学習やスポーツの機会を提供するとともに、住民の

主体的な活動に対する支援を充実していく必要があります。 

明治時代から国内初の避暑地として発展し、多くの文化人に愛されてきた本町は、多彩な人材との

縁を擁し、公民館や図書館等を拠点に、住民のニーズに則した多様な生涯学習の機会を提供し、また

住民の自主的な生涯学習活動を支援してきました。 

今後は、急速に発展している高度情報化社会の中で、子どもから高齢者、障がい者、外国人等あら

ゆる人が必要とする知識・情報にアクセスできる環境づくりを推進していく必要があります。 

ѯ ⁯  

・いつでも・どこでも・だれでも主体的にスポーツを楽しめる環境をつくるため、スポーツ協会やスポー

ツ推進委員、総合型地域スポーツクラブと連携し、多様化したニーズにも応える持続的なスポーツ活

動の展開、スポーツの普及振興を図ります。 

・これまで育んできた学びの環境を最大限に活用し、子どもから高齢者に至るまで幅広い年齢層に学

びの機会を提供し、人生100 年時代における生涯学習を充実させます。 

・住民の生涯学習の場として、あらゆる人が必要とする資料や地域の情報を提供し、心豊かな暮らしの

情報源となるよう、学校図書館や近隣の図書館との連携を図り、課題解決につなげます。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

中央公民館主催講座・行事の参加者数 

(累計） 
人 

3，924  

（2019 年） 
5,000  

図書館の利用者数(累計） 人 
166 ，348  

（2019 年） 
190,000  

図書館資料の館外貸出数(累計） 冊 
153 ，780  

（2019 年） 
170,000  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

スポーツ少年団数 単位団 12  12   

ジュニアスポーツ体験会の開催回数 回 0 1 

風越公園施設の利用者数 人 
350,519  

（2019 年） 
380,000  
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◆子どもから高齢者に至るまで幅広い年齢層に「学び」の機会の提供 

 
◆すべての世代で、生涯スポーツを行える環境の提供 

 
◆学校図書館や近隣の図書館との連携 

 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町教育大綱 

◇軽井沢こぶし教育 

◇軽井沢町立図書館運営計画 

◇軽井沢町こども読書推進活動計画 
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פ  

古くから交通の要衝であった本町は、中山道の宿場町（浅間根腰の三宿）として栄え、明治時代に

入り、外国人宣教師によって、冷涼な気候や緑豊かな自然に恵まれた避暑地として見出され、保健休

養地としての歴史が始まり、国際性豊かな歴史や文化が蓄積され豊富に残されています。 

国の重要文化財である旧三笠ホテルをはじめ、堀辰雄文学記念館、歴史民俗資料館、追分宿郷土

館、植物園といった文化施設において歴史・文化を活かした資料展示や運営を行い、利用者の教養の

向上を図っています。 

こうした、先人から受け継がれた地域の歴史・文化に誇りをもち、後世へ継承するためには、その保

存・継承を積極的に行うとともに、住民が身近に歴史・文化に触れる機会の充実に努めることが必要

です。 

ѯ ⁯  

・住民が文化に触れ、親しむ機会を創出し文化的意識の醸成を図ります。 

・（町指定）文化財の適切な維持管理及び文化財保存補修を行い、後世へ継承します。 

・保健休養地として発展してきた歴史的背景のもと、文化的価値のある建造物等の記録を後世へ継承

します。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

文化施設での教養講座、歴史体験講座の開

催回数 
回 ６ 18  

ミニコンサートの開催回数 回 
３ 

（2019 年） 
３ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

文化施設利用者数（資料館・郷土館・堀辰雄

文学記念館・近衛文麿別荘） 
人 

27 ，155  

（2019 年） 
2８，000  

њ ỉ њ ὢỸ Ở  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

指定有形文化財・登録有形文化財登録数 件 43  48  

╧ · Ҋ ṥ→  
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◆すべての学習者が文化的知識を習得できる体制の整備 

 
◆文化遺産・史跡等の保護、住民参画のイベントの充実 
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פ  

本町は、明治時代に外国人宣教師によって、避暑地として見出されて以来、多彩な文化の影響を受

け、国際性豊かな地域として国内外へ知られており、近年では、G７交通大臣会合、G20 エネルギー・

環境大臣会合を開催したことにより、更に海外における認知度が上がっています。 

社会のグローバル化や本町への外国人観光客の増加などにより、国際的な交流の機会が増加して

おり、相互理解、人権尊重や国際協調といった精神や国際的な視野を持った人材の育成、ホームペー

ジやメール配信、ＳＮＳにおいて多言語化の対応が必要です。 

平成１２年度（2000 ）から実施している姉妹都市カナダ国ウィスラー市との学生交流及び相互理

解の機会づくりを通じ、これまで築きあげた友好関係を後世につなげる中で、地域を含めた新たな交

流に広がることが期待されています。 

ѯ ⁯  

・ウィスラー市との学生交流を実施し、他国の文化や生活習慣等に触れ、理解し、尊重するとともに、自

分たちの持つ文化を再認識するための機会づくりや信頼関係を構築できる国際感覚を持った人材

育成を行います。 

・効果的に情報を届けるため、ホームページで導入している英語、韓国語、中国語への翻訳に加え、他

の言語導入も検討し、メール配信、ＳＮＳでの対応を図ります。 

・イラストやユニバーサルデザインを活用し、外国人にもよりわかりやすく、見やすいホームページやメー

ル配信、ＳＮＳを実施します。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

姉妹都市国際交流事業への派遣生徒数 人 
10  

（2019 年） 
10  

国際交流事業補助件数 件 
２0 

（2019 年） 
３0 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

ホームページ（外国語版）アクセス数 件 ６，366  11,000  

ᴳ “ ỸẴ 
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ᴄ s ї  

 
◆ホームページやメール配信、ＳＮＳのグローバル化 

 
◆ウィスラー市との学生交流の実施 
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פ  

持続可能なまちづくりのためには、住民等の主体的なまちづくりの参画と協働といった自治の力を

更に育んでいく必要があります。 

本町では、従前から「軽井沢町まちづくり基本条例」の理念に基づき設置された軽井沢22 世紀風

土フォーラムをはじめとした様々な住民主体のまちづくり活動が展開されています。しかし、地域社会の

未来の担い手である若者の参画意識の希薄化や、町民と別荘所有者及び新たな転入者とのコミュニ

ティが必ずしも十分に形成されていないことなどが今後のまちづくり活動の課題となっています。 

また、地域ぐるみの防犯体制づくりによる被害に遭わない地域づくり、人づくりに力を入れていく必

要があります。 

さらに、誰もが自分らしく活躍できるためには、社会的弱者やマイノリティへの差別、インターネットに

よる人権侵害等の多様な人権問題への対応や男女の固定的な性別役割分担意識や社会慣行の解

消を図ることも重要です。 

ѯ ⁯  

・自らのふるさとを自らで守る意識の醸成を図り、風土自治の実現に向けた支援を行います。 

・誰もが気軽に参加できるボランティア活動の拠点づくりにより、住民が共に支え合い、地域に住むす

べての人が心豊かに暮らすことができるまちづくりを推進します。 

・自治会（区）との連携を基礎に、住民の地域コミュニティへの参加促進と地域活動の支援を行います。 

・関係機関や関係団体と連携して、地域ぐるみの防犯体制づくりを推進します。 

・誰もが互いに人権を尊重しつつ、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮できるよう、性

別による制約の解消に向けた普及啓発や女性の活躍促進に向けた取り組みを行うことで、男女共同

参画（ジェンダー平等）意識の醸成を図ります。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

ボランティア講座等の受講者数 人 263  330  

地域の課題解決支援件数(累計） 件 1 3 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

ＬＥＤ防犯灯設置数(累計） 灯 2,906  3,100  

消費者被害防止対策機器の補助金件数 

(累計） 
件 8 100  

╚‫ 
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

人権教育・啓発活動回数 回 ６ ９ 

委員会等の女性の構成率 ％ 28 .0  40 .0  

−ϗϹὌ ⁵ᴪӰ˟ ὢỸ 
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◆性別による制約の解消に向けた普及啓発 

 
◆犯罪の発生を抑え、安全で安心なまちづくりの推進 

  

◆住民自治の基本となるコミュニティの充実 
 

 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢町男女共同参画計画（きらめきプラン） 

◇軽井沢グランドデザイン  

 ỡ Љ Ѿγ +    

 ˞ ⅝      

総合戦略ゴール４ 
参画・協働による 
安全・安心な地域づくり 
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目まぐるしく変化する社会情勢に対応し、持続可能で弾力性のある財政構造を構築するためには、

限られた一般財源を有効活用するとともに、未曾有の事態に対応するための財源となる財政調整基

金等を計画的に積み立てていく必要があります。 

また、住民のニーズが多様化・複雑化する中で、新たな生活様式への適応に向けて、より効率的・効

果的に行政サービスを提供するためには、新庁舎等の公共施設の整備による行政機能向上や、行政

手続のデジタル化等ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進が重要な課題です。 

さらに、多様な行政需要に対応した効率的で質の高い行政サービスを提供し続けるために、職員の

資質向上と適正な人事管理体制の構築に努め、時代状況に対応した組織の再編・合理化を進める必

要があります。 

ѯ ⁯  

・行政手続のデジタル化の促進により、住民サービスの向上や、Ｗｅｂ申請により、ペーパーレス化の推

進と行政業務の効率化を図ります。 

・歳入の確保を図るとともに、徹底した歳出の削減に取り組み、限られた財源を必要な分野に重点配

分し、健全な財政運営を行い、社会経済情勢の変化に合わせ見直しを行いながら、財政改革を推進

します。 

・地方税共通納税システムの導入を含めた多種多様な収納方法の確保により、利便性を向上させて

確実な納税を推進します。 

・質の高い行政サービスに向けて、職員の能力や実績に基づく様々な人事・研修制度を積極的に活用

することで、人材育成の強化に努めます。 

・各分野の抱える課題の解決に向け、大学等との連携を図ります。 

・新庁舎、複合施設は、住民サービスの向上のため、誰もが安心して利用できる施設を目指すとともに、

環境負荷や長期的なライフサイクルコストの低減に努めます。 

ἧ  

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

マイナンバーカードの交付率 ％ 29.77  70 .00  

電子申請手続き 件 13  50  
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ổּנ; ᶺṙ↓̘̓  

 ICT ᶺ↓Ỏ ͯ ⁮  

Ỏ ͯ 



ѯ ↓ṭ  ӣ  
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指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

経常収支比率 ％ 71.4  70.0  

町税の現年収納率 ％ 98.21  98.30  

国民健康保険税の現年収納率 ％ 93 .91   95.00  

ᵌ Ẵ╚ᴁΪ ѯ ∆ ˓ổ ὂ 

Σ Ἵ 

⌐ӡ ⌐ Ῠ⌐ ϩ ҷָא⁮ 
 

 

 

指 標 単位 
基準値 目標値 

2020 年 2027 年 

職員研修の回数 回 25  30  

パスポートの申請件数(累計） 件 942  3，500  

ὡ ▬ ♯– → ⁵Ỏш ⅝ ᶣ       

ѕ ע Ỏԃ ˢ Ἠ ♯ ⅝    

—˭ ᴮὂ ⅝ Ӫͯ ╣⁮ ểṶᴮὂ τϑᴮὂ ϧἯᴮὂ Ἠ ♯  

꞉ᶅ ͒ ᶆῲ 

ϧ Ξ δᴒ ᶆ “ ע ᴮӃỎԃ Ἠ ♯  

 

ᴄ s ї  

 
◆行政手続きのオンライン化による住民サービスの向上 

 
◆持続可能な行財政運営のための政策の一貫性の強化 

ї ᴁΪ  

◇軽井沢病院改革プラン         

◇軽井沢町財政改革基本方針 

ᴄ˜ ῾ ͯѯ ᴁΪ 

ᴄ˜ ᶺ↓πϸ  

 ʸ ỡἧṙᵃ ϯ  

 ᶂ ᶂΌ ᶺ↓̘̓ ὡ ϯ ͒  
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ᴄ˜ 22 ⅎ҇ ỡộ ᶳ ѯ ᴄ˜

ʼ ẇᶳ ֥ ᵅỸ Ỹ◐ ᶆ

Ἠ ♯  

ᴽ 2019 ᾏỗϧ ὡ χ ᾳ ᶳ

˞ ὡ ἧ γҡ ֥ ͯ ᶆ ᴩ

♯– ῲ ϧ ֜ ↑ Љ ᶆῲ ᶆ ᴩ ⁮  

γҡ ˞ ὡ χ Ἠ

♯  

Ἠ ᴕΌ ѻ‪ӸᴁΪ ѯ ằ̻ ὡ

χ ӣҡ ỡộ Ỹᵅ Ằ  
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Ӊᴄ˜ ֜ 

 

ѯ ⁯  

本町の歴史と伝統のシンボルである別荘文化と、旧軽井沢の商店街の賑わいの融合による、原風

景を回想できるまちなみづくりを進めます。 

 

 

 

ͯẴ╚ ˞ỉᵃ Љ ε ↑ ᾬԃуӨ  →כ

ᾬ Ϛ Ϛ Ἱ ‏ ѕ ṗ Ạ ╚ ֩ѕ  

Ӊᴄ֘ḹ →כ ᾬ Ϛ ᶆῲ 

 

 

 

Ἶ уӨ Ἱכ →כ ᶆ נּװ ˓ổш  

ᶋ уӨיִ ☺ 

ͯ ᶆ ᴮӃ 

 

 

 

פֿ ↑ ⁵ ẇͽ Ḁˋכ→ Ὼ  

‫ ͯ Ḁ ἵ ὦ  

 

 

 

Ӊᴄ˜ ֜ 

ả ӡ−  
וֹ ᴾ פ  ᾼװ

יִ  ỡ◦ ᵶ ˟→ ≥ͬ ѐפ  

 Ӊᴄ֘ḹ ֩ѕ  

 ᴾ פ ᾼװ  
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˜‫ᴄ ֜ 

ѯ ⁯  

軽井沢の身近な自然と多彩な文化を育み伝えるとともに、おもてなしの心で来訪者を迎える国際的

高原保養都市の玄関口として魅力づくりを進めます。 

 

 

 

̚ ̛ ∏ ₣ ấ҅ ṃ ̴  

ͭϻ ⅎפֿ Ὕ ϋḼ  

ѕЉ Љ ш כ ˤ ↔  

 

 

 

̼ Ϛ ὶ ϻ ֩ѕ ᶣ  

̘ԃ Ἢ ϋḼ 

҅╜ Ỗ ἒ ҉⅝ 

 

 

Ϛ א ͯ Ṇ‏ Ṗ ὂפ ˢе

 →כ

ᶀ̴ ᶀ̴ ή ↑נּ ᾉ ϋ ֩ѕ  

͕ ᾴ҉ ᵌ↑ ᴳ ֩ѕ  

 

 

 

 

 

 

 

˜‫ᴄ ֜ 

ѐᵿү ὡ ᶺ ᵺ  
 

1  ṡᶀ̴ Љ  

 ͕ ḽ− 

ѐפ  ᶆῲ 
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ᴄ˜ ֜ 

ѯ ⁯  

軽井沢町の中心部として自然を活かした学びとコミュニティによって、多様性のあるまちづくりを目

指します。 

 

 

 

Ὼ ἇ ̬ ╩ ᶀ̴ ↔  

Ḋ 18 ᷿ אּ ╩ῲ ΐ╩ Љ  

 

 

 

‫ ͯ − ὶ ˞ Ϲ  

Ẉ ֵϾὯ ả ֳ Ҍ  

−ϗϹὌ Ὼ  

 

 

⁵ ῾ Ὕ ᾬ Ϛ  →כ

‫ ἇ ḀẴ╚ ˵ Љ ᵺ − נ Ὼ  

 

 

 

 

 

 

 

 

ᴄ˜ ֜ 

ὡ נּ •  

1  ╩ Љ ϻ  

 ⅎ Ϲ  

פֿ  ↑ ⁵  
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֜ 

ѯ ⁯  

先人から受け継がれてきた宿場町としての豊かな歴史資源や芸術・文化等を生かし、子どもから高

齢者まで住んで楽しく、訪れても楽しい歴史的景観に配慮した清潔感溢れる地域づくりを目指します。 

 

 

 

֜ ї ⁵ ẇΪ Љ  ⁮אָ

כ ͢( ) ầ ᵺ Ὼ  

˞ ї ῾ “ 

   

 

 

Ϛ Ἱ Ṇ‏ ͯ̓ ∏ᴓ  

ὯῺ ͯẴ╚ ӏ ẋṭ ↔  

Ὧ ѐפ ὡ  

Ẫ̈ ϧἯᶺỎ ˞ Љ↑ͯ 

    

 

    

ᴇ ╜ ᵠ ⁪ ổ קּ ᾼװ ₢⁮ 

‰ Ϲἐ ͯ⁵ Ỏ┴ ᴺΆ 

Ϲ ☺ ῾ “ Ϲ  

 

 

֜ 

ὡ ϻ ϻ  
ả Ϲ  

 ϻ ˞  

 ὡ ϻ ˞  

 ả ͯ ☺  ᾼװ
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֜ 

 

ѯ ⁯  

町の食文化を支える農業と、スポーツの拠点との融合による健幸の拠点づくりを目指します。 

 

 

 

╣⁵ ԃҘί ᾼװ ‫ ṥ ╪ ԃ ױ

 

Ậ ӏ ṥ “ 

ᴻ ̴ ̴ ϻ グリーンツーリズムの推進 

Ὼẏ‗ṗ Љ ‫ ỗẏԃͯ Ἠ ♯  

 

 

 

ʸ уӨ נ ᶀ̴  

ỡ◦ Љ Ẫ Ϲ Ὼ  

ỡ◦ ‏ ⁪ נ Ὼ  

 

 

 

̯ᶀ̴ • ӏ ↔  

◇田園風景を楽しむ散策路やサイクリングロードづくり 

◇ ̯Ẉ Љ トレッキングコースの整備 

 

 

֜ 

‗ ϻ  
‗ ͯ ᴕ ᴜᶒ ӏ  

1  ổּנ; ԃ ₢⁮ 

 ấ҅ е • Ẉ֩ѕ  

 

 ̓ • ⁬ ᴜᶒӏ  

 



 

   

 

 

 

 

 

 

ѻ ⱦ−ꞋḀ╪  

╪  
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ᴁΪ ᴳ  

基本計画は、４つの基本目標とそれぞれ２つの施策の枠組、また、施策の枠組みの下には２～３の基本

施策で構成されています。（109 ページ参照） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「基本目標」を示しています。 

関連する基本計画の
分野を示しています。 

ѯ ᶆ  

取り組みの基本的方
向性について示して
います。 

₲  

重要目標達成指標を
示しています。 

ἧ Ἠ ♯  
施策の目標を達成す
るための主な取り組
みを示しています。 

目標を達成するため
の重要な業績評価の
指標を示しています。 

関連するＳＤＧｓのゴ
ールマークを示してい
ます。 

基本施策の枠組みを
示しています。 

基本施策と関連する
３つの視点をアイコン
とともに示しています。 
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Ῑ ᴁΪ ṭ  

ṭ ἱẵ 

国は、人口減少、少子高齢化に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口集中を是正し、将来にわたっ

て活力ある社会を維持する地方創生に一体となって取り組むため、平成２６年（2014 ）に「まち・ひと・し

ごと創生法」を制定しました。 

併せて、令和４２年（2060 ）に１億人程度の人口の維持など中長期的な展望を示した「まち・ひと・し

ごと創生長期ビジョン」と、その実現に向けた５か年の目標や施策の基本的方向及び具体的な取り組み

等をまとめた「第１期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を平成 27 年（２０１５）に策定し、人口減少対策に

取り組んできました。しかし、少子高齢化や東京一極集中の緩和には至らず、令和元年（2019 ）には「第

２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」をとりまとめました。 

本町においても平成２７年度（2015 ）に「軽井沢町人口ビジョン」において令和４２年（2060 ）までの

長期的人口動向を展望するとともに、５年間の取り組みを示す「軽井沢町地方創生総合戦略」を策定し、

地方創生に取り組んできたところです。 

第１期総合戦略を踏まえて、今回新たに「第２期軽井沢町地方創生総合戦略」（以下「第２期総合戦

略」という。）を策定し、今後５年間の地方創生の方向性等を定め、より強力に本町における自律的で持

続的な社会を創生していきます。 

ꞋḀ╪ ˂  

˂  

第２期総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法第１０条第１項に定める「市町村まち・ひと・しごと創生総

合戦略」に基づき策定するものです。 

「人口減少（ひと）」と「地域経済縮小（しごと）」の克服や「人口減少社会に適応した活力あるまちづ

くり（まち）」を進めるため、人口減少対策に重点を置いた施策の基本的な方向性や方針、目標、指標な

どを定めます。 

ѻ‪ӸᴁΪ їג 

長期振興計画は、町政の全般にわたる施策を総合的に推進するための計画であるのに対し、総合戦

略は、人口政策、地方創生に特化した計画です。 

また、長期振興計画は町の最上位計画であり、人口政策に関する施策も含まれていることから、長期

振興計画との整合を図り、人口対策に関する施策を分野横断的に抽出し、地方創生に資する基本目標

等を定めた上で、関連する事業を重点的に推進することとします。 

ᴁΪѻѕ 

計画期間については、第６次長期振興計画の「前期基本計画」と整合させ、令和５年度（2023 ）から

令和９年度（2027 ）までの５年間とします。 

なお、社会状況の変化や政策・施策・事業の進捗などにより必要に応じて見直します。 
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ⱦ− ϖ  

 

 目的（第１条） 

少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度

の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持

していくために、まち・ひと・しごと創生（※）に関する施策を総合的かつ計画的に実施する。 

 

※まち・ひと・しごと創生：以下を一体的に推進すること。 

まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地域社会の形成 

ひと…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保 

しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出 

 

基本理念（第２条） 

①国民が個性豊かで魅力ある地域社会で潤いのある豊かな生活を営めるよう、それぞれの地域の実情

に応じた環境を整備 

②日常生活・社会生活の基盤となるサービスについて、需要・供給を長期的に見通しつつ、住民負担の

程度を考慮して、事業者・住民の理解・協力を得ながら、現在・将来における提供を確保 

③結婚・出産は個人の決定に基づくものであることを基本としつつ、結婚・出産・育児について希望を持

てる社会が形成されるよう環境を整備 

④仕事と生活の調和を図れるよう環境を整備 

⑤地域の特性を生かした創業の促進・事業活動の活性化により、魅力ある就業の機会を創出 

⑥地域の実情に応じ、地方公共団体相互の連携協力による効率的かつ効果的な行政運営の確保を図

る 

⑦国・地方公共団体・事業者が相互に連携を図りながら協力するよう努める 
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Ῑ ѯ ᶳ  

ѻꞋḀ╪ ᶳ  

第２期総合戦略においては、本町の長期的目標人口を踏まえ最終年度となる令和９年（2027 ）に

20,6 00 人規模の人口を維持することが人口政策上の目標となります。 

 

 

 

 

総合戦略の基本目標や施策等の具体的な内容の検討・設定にあたっては、目標人口の達成を前提に、

本町の特性や住民の意向、時代の状況等を踏まえ、そこから見出される課題に対して、最も効果的と考

えられる取り組みを洗い出す必要があります。 

 

加えて、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて改定された第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略

（2020 改訂版）で示された、国の４つの基本目標及び２つの横断的目標に重点を置き、「継続を力にす

る」という姿勢で、切れ目のないSDGs の理念を踏まえた地方創生を推進します。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた新たな３つの視点であるヒューマン（地方へのひ

との流れの創出、人材支援）、デジタル（地方創生に資するDX の推進）、グリーン（地方が牽引する脱炭

素社会の実現）の視点からも、総合的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ѻꞋḀ╪ ⁵ᶅ  2027 20 600 ⁵҉  

ẇᶳ ѻ ⱦ−ꞋḀ╪ 2020 π ϖ  

令和３年６月 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局 内閣府地方創生推進事務局 

 

י‫ е░ῑ ̚Ӽ ⱦ− Ḛᵭ ᶆ↑ 

①感染症による意識・行動変容を踏まえた地方へのひと・しごとの流れの創出 

②各地域の特色を踏まえた自主的・主体的な取組の促進 

ѯ  

１ 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする 

２ 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる 

３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

͕  

◆新しい時代の流れを力にする 

○地域におけるSociety ５．０の推進 

○地方創生ＳＤＧｓの実現などの持続可能なまちづくり 

◆多様な人材の活躍を推進する 

○多様なひとびとの活躍による地方創生の推進 

○誰もが活躍する地域社会の推進 
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ѯ  

本町においては、第１期総合戦略の積極的な取り組みにより、人口は増加している状況にありますが、

少子高齢化は進行しており、今後も、少子高齢化に歯止めをかけ、バランスの取れた人口構造基盤の確

立を目指すため、第１期総合戦略における４つの基本目標の方向性を継続します。 

 

Ḋ ѯ ⁯ 2 ѻꞋḀ╪ їג 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来にわたって「活力ある地域社会」の実現 

「東京圏への一

極集中」の是正 

人口減少を和らげる 

国の示す目指すべき将来 

結婚・出産・
子 育 ての 希
望をかなえる 

魅力を育み、ひとが集う 

地域の外から稼ぐ

力を高めるととも

に、地域内経済循

環を実現する 

人口減少に

適応した地

域をつくる ※地方に住みたい希望
の実現 

２．地方とのつながりを築き、地

方への新しいひとの流れを

つくる 

１．稼ぐ地域をつくるとともに、

安心して働けるようにする 

３．結婚・出産・子育ての希望を

かなえる 

４．ひとが集う、安心して暮らす

ことができる魅力的な地域を

つくる 

基本目標１ 

魅力ある地域づくりと特性を活かした 

軽井沢ブランドの形成 

国の示す基本目標等 

◆ 

多
様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る 

◆ 

新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る 

基本目標２ 

軽井沢へ新しい人の流れを生み出す 

基本目標３ 

ふるさと軽井沢で子どもを産み・育む 

環境をつくる 

 
基本目標４ 

参画・協働による安全・安心な地域 

づくり 

第２期総合戦略における基本目標 

〇 それぞれの基本目標の政策パッケージや、これに関する実現方策例の推進においては、地方創生応 

援税制（企業版ふるさと納税）を活用し、企業からの寄附を募ることで、必要な財源の確保につなげ 

ていきます。 

【３つの視点】 
ヒューマン（地方へのひとの流れの創出、人材支援）  
 
 
デジタル（地方創生に資するDX の推進） 
 
 
グリーン（地方が牽引する脱炭素社会の実現） 
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Ẵṭ  ש

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒューマンデジタル グリーン

①伝統と優れた自然環境の保持

②持続可能な環境先進都市づくり ●

①新規就業者・後継者の育成 ●

②新たな軽井沢ブランドの推進

③軽井沢にふさわしい新しい産業の育成 ● ●

①軽井沢ブランドを活かした観光振興

②公共交通機関の利便性の向上

①シティ・プロモーションの推進 ● ●

②文化振興・スポーツによる地域振興

③国際交流の振興

①子育て世代への経済的支援

②子育て環境の整備 ●

③教育環境の充実 ●

①男女共同参画（ジェンダー平等）の

　　推進

②多様な働き方の実現 ● ●

①都市基盤の強靭化

②地域包括ケアシステムの深化

③防犯・防災力の強化

4-2 ①風土自治の推進 ●

3-２
ワーク・ライフ・バランスの

向上

ѯ

ẇΪ ӣ ʸ☺ ʸ•

˞

4-1
安全・安心な生活環境の

整備

風土自治のまちづくり

高原保養都市としての

観光の振興

2-2
にぎわい創出へ向けた

交流の拡大

ѯ

ᴄ˜ Ẫ ẏ

˟ уӨ

3-1
軽井沢の次代を担う

子どもたちへの支援

1-1
100年後を見据えた

環境デザイン

1-2
ブランド力の基盤となる

産業の振興

ѯ

ᴄ˜ ‫ ⁵

− ὶ

2-1

ѯ 施策の枠組み 基本施策
３つの視点

ѯ

˞ ↑

Љ ᴄ˜ →כ
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Ῑ ѯ Ẵṭ ϋ 

ѯ  ˞ ↑ Љ ᴄ˜  →כ

 

 

 

 

 

 
 

ѯ ᶆ  

軽井沢グランドデザインの考え方を踏まえ、５０年後・１００年後を見据えて、これからも住民と協働に

より豊かな自然環境や美しい景観など地域の魅力を磨き上げることは、持続可能なまちづくりを進め

る基本となります。 

その上に立って、少子高齢化の進行により、生産年齢人口が減少している中で、本町の強みを生か

したブランド力の基盤となる産業の振興を図り、若者の地元への就労促進や企業誘致などによる働く

人が魅力を感じる雇用の場の確保を図ります。 

₲  

数値目標 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

自然保護対策要綱の遵守率 ％ 100 .0  100 .0  

 

Ẵṭ ♯  100 ᵭ ᴳ₿ уӨ  

 

ɋ ỡ◦ ѐפ ổ 

長い時間をかけて培われた伝統と緑豊かな軽井沢らしい景観を自ら守り育てながら、生物多様性

を保全し、持続可能な人と自然が共生する潤い豊かな環境の保持に努めます。 

また、「軽井沢町まちづくり基本条例」の理念に基づき設置された住民主体の軽井沢22 世紀風土

フォーラムをはじめとした様々な住民と協働によるまちづくり活動を推進します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

のぼり旗、電光掲示板等の不適広告物の 

是正件数 
件 18  0 

公共サイン更新件数(累計） 件 -  10  

100 ᵭ ᴳ₿ уӨ  

 

Ẵṭ ♯  
 

ѻ‪ӸᴁΪ ї  

ѯ ↓ṭ  2 - 1 ỡ◦уӨ 2 - 2 уӨ Κ ᵂ 

ѯ ↓ṭ 3  3 - 4 ѐ 3פ - 6 ᾬᶏԃ 3 - 7 ԃ 

ѯ  

˞ ↑ Љ ᴄ˜  →כ
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景観育成住民協定締結団体数(累計） 団体 １ 3 

ἧ Ἠ ♯  

− פֿ ↑ ☺ 

ϑ − ˞דּ− ῾ ӡ ὡ ӣ ֢ᾤ 

͢ϑᶓḉ   ₢⁮ —˭ ᶓḉ ӋẰ  

◇公共サインガイドラインに基づく公共サインの更新 

ὡ ἧ ѐѯᾈṭפ ˋủ  → 

◇エリア別ビジョンの周知 

◇住民と協働による都市公園の維持・管理と魅力化推進 

 

Ɍổּנ; уӨ╣⁮ Ậ  

地球温暖化の深刻な影響を回避するため、環境に配慮した生活様式の定着や再生可能エネルギ

ーの有効活用等による脱炭素社会の実現に向けた取り組みを推進し、環境にやさしい持続可能なま

ちづくりを目指します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

グリーン購入割合 ％ 88.9  100.0  

電気自動車用急速充電器の設置数 (累計） か所 ２ ８ 

環境配慮型の住宅の普及数(累計） 件 -  120  

廃棄物のリサイクル率 ％ 21.0  28.0  

ἧ Ἠ ♯  

ỗⅎ ỡ ἒ ҷ ᶀӡᵺ ♬ͯ ₢⁮ 

ᶀӡẴ╚ ͯ ὡ

ͯ₢⁮ 2Ṧᵂ 

ᾴ₣ ╚ Ӝӈ ᴮӃ 

̓ ₢⁮ 

ḽ  ⁮אָ
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Ẵṭ ♯  ѯ ẏԃ ‪Ӹ 

 

ɋὀԃἐ҉‫ ᵭװἐ ˟→ 

軽井沢ブランドの基盤となる農業においては、新規就農者の育成・確保、遊休農地を活用した研修

等による認定農業者の育成など、担い手の育成を行います。また、農地の利用促進による耕作放棄地

の減少を目指すとともに、生産性の高い農業を目指します。 

地域経済の要となる観光産業を支える商業においては、新規出店者に対しチャレンジショップの活

用支援や関係団体と連携による空き店舗を利用したまちづくりを推進します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

新規就農者数(累計） 人 2 10  

チャレンジショップ出店後に町内で開業した

店舗数(累計） 
店 12  18  

ἧ Ἠ ♯  

◇経営開始時に必要な農地の確保や農業用機械等の取得に対する支援 

◇働きやすい職場環境の促進 

◇空き店舗を活かした地域の活性化 

 

Ɍ‫ ᴄ˜ ₢⁮ 

観光産業を軸とし、１次×２次×３次産業の連携を強め、６次産業の多角化の推進により、新たな収

益源の確保を目指します。 

町内企業間の底上げをするため、地域産業の連携を図り、軽井沢独自の自然・歴史・文化を活かし

た個性ある軽井沢ブランド商品の開発、販路開拓やＰＲ等を支援します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

軽井沢ブランド認定数(累計） 件 16  30  

発地市庭直売所の町内会員数(累計） 人 105  130  

ἧ Ἠ ♯  

Ậ  ⁮אָ

ᴄ˜  ⁮אָ

ϧẏԃѕ ע ᾬ ϋ  

ѯ ẏԃ ‪Ӹ Ẵṭ ♯  
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ɍᴄ˜ ‫ ẏԃ ˟→ 

大学や地域の企業との産官学連携を軸に、新商品・新サービス、新しいビジネスモデルの開発など

により、本町にふさわしい付加価値の高い企業への転換を促進するとともに、地域に定着し発展してい

く企業等と連携を図ります。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

創業支援者数(累計） 者 63  70  

 

ἧ Ἠ ♯  

ẏаϹ ע ⱦԃằ̻ 
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ѯ  ᴄ˜ ‫ ⁵ − ὶ  

 

 

 

 

 

ѯ ᶆ  

国内外に、本町の魅力を戦略的・効果的に発信するとともに、軽井沢ならではの資源を活用し、本

町のにぎわいと活気に欠かせない交流・関係人口の創出に取り組みます。 

また、住民や観光客の利便性向上を目指して交通ネットワークの充実を図り、子どもから高齢者まで、

誰もが安心して利用しやすい交通手段が日常的に確保されるように取り組むことで、住民生活の質の

向上につなげます。 

₲  

数値目標 単 位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

純移動数（５年間累計）＊ 件 536  928  

観光客数 万人 
840  

（2019 年） 
850  

 

 

Ẵṭ ♯  ᷈ᴾ Ậ ѐᵿ ‪Ӹ 

 

ɋᴄ˜ Љ ѐᵿ‪Ӹ 

本町の観光資源に更に磨きをかけ、訪れて快適に過ごせる環境を整え、にぎわいがあふれるまちを

目指します。 

自然・歴史・文化等を探求できるツーリズムの推進や、広域連携も含めた他地域と連携による周遊

促進を図り、本町を中心として長期滞在ができるような軽井沢リゾート生活圏の形成を進めます。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

別荘平均利用日数 日 
17  

（2019 年） 
22  

一人当たり1 日平均観光消費額 円 
3，200  

（2019 年） 
3,500  

インバウンド数 万人 
20  

（2019 年） 
30  

᷈ᴾ Ậ ѐᵿ ‪Ӹ Ẵṭ ♯  

ѯ  

ᴄ˜ ‫ ⁵ − ὶ  

ѻ‪ӸᴁΪ ї  

ѯ ↓ṭ   1 - 2  ѯ ↓ṭ 3  3 - 3 ᵺ  3 - 5 ѐᵿ  

 

⁵ᶅ 算出した、転入数から転出数を差し引いた社会増減 
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ἧ Ἠ ♯  

◇滞在型リゾート圏の形成とコア機能の構築 

◇ＳＮＳ等を利用した情報発信、旅行前の情報提供 

◇オーバーツーリズムの抑制に向けた季節の分散化によるイベント等の開催 

◇保健休養地としての特性・環境を活かした療養機能の充実 
 

Ɍᶀӡᵺ Ѿї ↑ ᶆῲ 

既存の交通網の充実や新たな公共交通施策の導入により、人と環境にやさしい住民や観光客が利

用しやすい公共交通ネットワークを形成します。 

また、ゴールデンウィークや夏期のオーバーツーリズムによる交通渋滞を解消するため、ＩＣＴ、ＡＩ等の

技術を活用した交通混雑の緩和を図ります。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

しなの鉄道町内３駅利用客数 万人 
177  

（2019 年） 
180   

町内循環バス乗降客数 人 
94 ，946  

（2019 年） 
105,000  

ἧ Ἠ ♯  

◇しなの鉄道や町内循環バスの利用促進と利便性の向上 

◇パーク＆レールライドシステムの推進 

◇デマンド交通の検討 
 

Ẵṭ ♯  ⱦὶ ᶆ ѐᵿ ‪Ӹ 

 

ɋ ₢⁮ 

ICT を活用し、本町の魅力を軽井沢ブランドとして、戦略的・効果的に発信することによって、認知度

や知名度を更に向上させ、行きたいまち、住みたいまちとして発展することを目指します。 

また、G７交通大臣会合、G20 エネルギー・環境大臣会合が開催された国際会議都市として国内外

にアピールし、日本有数のリゾート会議都市を目指します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

ＳＮＳの登録者数 件 3，537  13 ，000  

ＭＩＣＥ開催件数 件 130  150  

さわやか軽井沢ふるさと寄附金件数 件 -  6,000  

ἧ Ἠ ♯  

◇ＳＮＳ（Twitter 、Facebook 、LINE 、YouTube ）等を活用した継続的な魅力の発信 

ⱦὶ ᶆ ᵺ ϩ  Ẵṭ ♯  
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◇軽井沢リゾート会議都市推進協議会と連携した会議都市の魅力発信 

◇国際会議によるガイド（英語等）派遣体制の確立 

◇プロモーション活動推進事業の充実 
 

Ɍ ͯ‪Ӹ ˞‪Ӹ 

保健休養地として築かれてきた国際性豊かな歴史や文化に親しめる環境を最大限に活かし、文化

性の高い保養地の実現に向けて、貴重な文化財の活用や文化施設の一層の充実と活用に努めます。 

年間を通した、総合的なスポーツリゾートとして、スポーツ協会やスポーツ推進委員、総合型地域ス

ポーツクラブと連携し、多様化したニーズにも応える持続的なスポーツ活動の展開、スポーツの普及振

興を図ります。 

公民館や図書館等を拠点に、住民のニーズに則した多様な生涯学習の機会を提供するとともに、自

然、動植物、歴史・文化、スポーツ、健康等の様々なツーリズムの推進をしていきます。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

体験型ツーリズムのプログラム数 コース 0 5 

ἧ Ἠ ♯  

◇エコ、文化、スポーツ等のツーリズムプログラムの確立 

◇スポーツ合宿誘致の推進 

◇文化活動の支援 

◇各分野のツアーガイド確保によるガイド育成 
 

ɍḊṔᵺ ‪Ӹ 

国際化の進展に伴い、外国人観光客や外国人住民の増加がみられる中、姉妹都市交流などの国

際交流事業を充実し、国際感覚に優れた人づくりや国際性に富んだ地域社会を形成していく取り組み

を推進します。 

また、外国人にもわかりやすいホームページやメール配信、ＳＮＳによる情報発信を積極的に行いま

す。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

姉妹都市国際交流事業への派遣生徒数 人 
10  

（2019 年） 
10  

ホームページ（外国語版）アクセス数 件 6，366  11 ，000  

ἧ Ἠ ♯  

◇姉妹都市カナダ国ウィスラー市との学生交流の実施 

◇ ᾴ Ϲᶡ ISAK ᵺ Ỏԃ ằ̻ 

◇誰もがわかりやすく、見やすいホームページやメール配信、ＳＮＳの実施 

◇やさしい日本語による外国人向けの情報伝達の工夫  
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ѯ  ᴄ˜ Ẫ ẏ ˟ уӨ  

 

 

 

 

 

ѯ ᶆ  

新しい生活様式にも対応しながら、妊娠・出産から育児までの切れ目のない支援や女性の活躍支

援を行い、若い世代が安心して結婚、出産、子育てができるよう環境を整えます。 

地域全体で、次代を担う子どもたちの社会性や心身共にたくましく生きていく人間性の育成に努め、

すべての子どもが地域の中で健やかに育つことができる環境づくりを進めます。 

男女共同参画（ジェンダー平等）社会の実現に向けて、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も

分かち合い、性別にかかわりなくその個性と能力を十分に発揮し、自分らしく生きることのできるまちづ

くりを目指します。 

₲  

数値目標 単 位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

合計特殊出生率＊  1.22  1.40  

20 歳代・30 歳代の転入超過数 人 71  138 （5 年累計） 

 

 

Ẵṭ ♯  ᴄ˜ ỗ Ẫ ằ ̻

 

ɋẪ˟ ⅎ Ṉת ằ  ̻

町民の妊娠・出産・子育ての希望をかなえるために、第１子からの出産祝金の支給、福祉医療制度

の充実、学校給食費の無償化等、多様な経済的支援を継続・拡充し、切れ目のない支援を行います。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

出産祝金給付件数 件 132  147  

  

ᴄ˜ ỗ Ẫ ằ  ̻Ẵṭ ♯  

ѯ  

ᴄ˜ Ẫ ẏ ˟ уӨ  

ѻ‪ӸᴁΪ ї  

ѯ ↓ṭ  1 - 1  ᾶẪͯ ṭ ѯ ↓ṭ  - 2  ˞ Ј  4 - 3  Ӱ˟  

ѯ ↓ṭ  5 - 2  ὡ ẇΪ 

基準値は住民基本台帳と出生数により算出、目標値は人口ビジョンから算出 
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ἧ Ἠ ♯  

◇学校給食費の無償化 

◇不妊治療の経済的負担の軽減 

◇福祉医療制度の充実 
 

ɌẪ˟ уӨ ↔  

すべての子育て家庭が安心して子育てできるよう、多様な保育サービスを充実するとともに、子育て

世代包括支援センターの機能整備や子ども家庭総合支援拠点の充実、ファミリーサポートセンター事

業の実施など関係機関が連携し、子育てを地域全体で支える環境づくりを推進します。 

また、身近な医療体制の充実や妊婦乳児一般健診等の各種検診の受診促進など、切れ目のない

母子保健事業を推進します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

子育て支援センターの登録者数 人 854  880  

ファミリーサポートセンター事業会員数 人 40  100  

子育てしやすさの満足度＊ 

就学前児童保護者 

小学生保護者 

 

指数 

 

57.6  

48.7  

（2019 年） 

 

80.0  

80.0  

 

 

ἧ Ἠ ♯  

Ẫ˟ ằ̻ӏ Ẫ˟ ⅎ Јằ̻ Ẫ · ꞋḀằ̻ӏ ↔ Ѿ

ὢỸ 

˞ ע Ẫ˟ уӨ  

Ẫ ᴜỎԃ ὢỸ 
 

ɍӰ˟уӨ ὢỸ 

ＶＵＣＡ時代の中で、確かな学力の向上を図るとともに、児童・生徒の社会性や心身共にたくましく生

きていく人間性の育成に努めます。 

安全・安心で快適に利用できるICT 環境の継続的な整備と教員への継続的な支援により、新しい

時代に求められる子どもの資質・能力を育てます。 

また、子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けられるよう、食育を推進しま

す。 

  

子ども・子育て支援事業計画策定のためのアンケート調査結果（令和元年度（2019 ）） 
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Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

イマ―ジョン教育講師数 人 1  ４ 

学校給食応援隊取り扱い野菜品目数 品 ６ 10  

 

ἧ Ἠ ♯  

ͯỖ ͒ ICT Ӱ˟ ḊṔ δӰ˟ Ỹ◐̥ᵴӰ˟ ₢⁮ 

˞ ע ᴄ˜ Ϲᶡ̘̓ӣҡγ⅝ ὢỸ 

Ӱ—˭ ỉỷ ᶆῲ 

ϹᶡẴ╚╚ ↔ ὢỸ 

ᴜᶕẰ ꞈ ⅝ ὢỸ 

Ϲᶡӈ‗̻͒ Љ ằ̻ ‗˟ ₢⁮ 

 

 

Ẵṭ ♯  ᶆῲ 

ɋ ᾟӡ ẇΪ ₢⁮ 

誰もが互いに人権を尊重しつつ、社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、そ

の個性と能力を十分に発揮できるよう、性別による制約の解消に向けた普及啓発や女性の活躍促進

に向けた取り組みを推進します。 

また、男性の妊娠・出産・育児への理解を深め、父親になるための自覚を促すことを目的に、妊婦と

パートナーを対象に、育児について学ぶ機会づくりを充実します。 

 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

人権教育・啓発活動回数 回 ６ ９ 

委員会等の女性の構成率 ％ 28 .0  40 .0  

プレママパパ教室のパートナー参加率 ％ 11.0  20.0  

ἧ Ἠ ♯  

◇性別による制約の解消に向けた普及啓発 

◇女性の活躍促進に向けた取り組み 

◇プレママパパ教室の開催 

 

  

ᶆῲ Ẵṭ ♯  
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Ɍֿפ Ỹ  ɑ

男女ともに仕事も家庭も大事にしながら働き続けることができるよう、育児休業制度の普及を進め

るとともに、従来の働き方を見直し、ディーセントワーク（働きがいのある人間らしい仕事）環境を推進

します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

テレワーク施設か所数 か所 25  30  

ἧ Ἠ ♯  

◇若い世代をターゲットとした官民一体の就労環境の整備 

◇ワーケーションの推進 

◇働き方の見直しに向けた啓発 

◇子育て後の再就業支援 
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ѯ  ẇΪ ӣ ʸ☺ ʸ• ˞  

 

 

 

 

 

 
 

ѯ ᶆ  

住民が住み慣れた地域で安全・安心に暮らすことができるよう、都市基盤の強靭化を図るとともに、

防災や防犯に対する地域力を高めます。 

また、地域共生社会の実現のため、地域住民や地域の多様な主体が参画し、それぞれ役割をもって

生きがいを共につくり、高め合うことができるまちづくりを目指します。 

風土自治の実現に向け、自らのふるさとを自らで守る意識の醸成を図り、住民と行政が共に考え行

動する「風土自治」実践のしくみである軽井沢22 世紀風土フォーラムをはじめとした、住民主体のま

ちづくり活動への支援を行います。 

₲  

数値目標 単 位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

自主防災組織設立数 か所 13  20  

ボランティア講座等の受講者数 人 263  330  

 

Ẵṭ ♯  ʸ• ʸ☺ −ЉуӨ ↔  

 

ɋ Ậѯ Ӫ₆ͯ 

様々な自然災害の被害を軽減し、都市機能を維持するため、耐震化による建築物の安全性の確保

や道路や河川整備によるライフラインの強化を進めます。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

準用河川・普通河川の整備延長 ｍ 0 100  

町道の道路補修工事延長 ｍ 3,950  4,000  

橋梁長寿命化済か所数(累計） か所 13  20  

住宅耐震診断件数 件 10  10  

ѯ  

ẇΪ ӣ ʸ☺ ʸ• ˞  

ʸ☺ ʸ• −ЉуӨ ↔  Ẵṭ ♯  

ѻ‪ӸᴁΪ ї  

ѯ ↓ṭ  3 - 2  ṉ ѯ ↓ṭ  4 - 2  ˞ Ј   

ѯ ↓ṭ  5 - 2  ὡ ẇΪ 5 - 3 Ậ̘̓ 
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ἧ Ἠ ♯  

◇河川の整備 

◇浸透舗装や路盤補強工の促進 

◇大規模盛土造成地の調査 

◇住宅耐震診断・住宅耐震補強補助 

◇倒木による停電被害防止のための敷地内樹木管理の指導・啓発 
 

Ɍ ˞ Ј ‰  ͯ

高齢者だけではなく、障がい者や子どもなど、地域で暮らすすべての人々が地域、暮らし、生きがい

をともにつくり、高め合うことができる「地域共生社会」を実現するため、地域のあらゆる住民が役割を

持ち、支え合いながら、自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、福祉などの地域の公的サービ

スと協働して助け合いながら暮らすことのできるしくみを構築します。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

避難行動要支援者名簿登録者支援率 ％ 77.6  90 .0  

介護サービスに満足している割合＊ ％ 
90.6  

(2019 年)  
92.7  

 

ἧ Ἠ ♯  

◇災害時や緊急時に備えた一人暮らしの高齢者や障がい者など要支援者の情報共有 

◇重層的支援体制の整備 

◇災害時住民支え合いマップの活用や見守り活動の推進 

◇高齢者福祉と介護を支える体制の充実 

◇障がい福祉サービス提供体制の充実 
 

ɍ ṉ Ӫ  ͯ

自然災害への備えを充実し、地域防災力を高めるためにも、防災意識を高め、備蓄品の拡充、自主

防災組織の結成促進、災害時の迅速・正確な情報伝達手段の多様化などを推進します。 

また、犯罪被害防止のため、ＬＥＤ防犯灯の新設や特殊詐欺被害装置の設置を促進する環境整備

を行います。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

消防団員数 人 293  362  

消火栓・防火水槽設置数(累計） 基 1,013  1,030  

ＬＥＤ防犯灯設置数(累計） 灯 2,906  3,100  

高齢者等実態調査結果（令和元年度（2019 ）） 
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消費者被害防止対策機器の補助金件数 

(累計） 
件 8 100  

ἧ Ἠ ♯  

◇自主防災組織結成の支援 

◇防災教育の推進 

◇消防団員の確保、消防・救急訓練の実施 

◇消防施設の充実（消火栓・防火水槽） 

◇避難所の感染症対策の充実 

╚‫ 

Ẫ ʸ☺ Ἡ ố ᴳἩ ὢỸ 

ҽѬᴹᴤ − ⅝ Ѭᴹ ᴤ ᾒ ἐ ш ˋủ  ⁮אָ

╧ ꞈ Ѿї ῝β ˋЬҌ῾ Ӝ Ή ἐ ᵶ ₢⁮ 

 

 

Ẵṭ ♯  ỡộ  

 

ɋ ỡộ ₢⁮ 

持続可能なまちづくりのため、自らのふるさとを自らで守る意識の醸成を図ります。 

住民と行政がお互いに役割を認め合う中で、住民がともに支え合い、地域に住むすべての人が心

豊かに暮らすことができるよう活力に満ちた個性豊かなまちを目指します。 

また、多様化・複雑化した住民のニーズに的確に答えるため、大学との連携を図り、ᴜᶕ Ӱ

˟ 各分野における様々な課題研究に取り組みます。 

Ẵṭ  

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位 
基準値 

（2020 年） 

目標値 

（2027 年） 

地域の課題解決支援件数(累計） 件 1 3 

ἧ Ἠ ♯  

Љ Љ ằ̻ 

◇住民主体のまちづくり活動の支援 

◇地域コミュニティへの参加と交流の促進（区組織の周知・加入促進） 

◇地域活動の活性化（区組織への支援） 

“ ע ᴮӃỎԃ  ⁮אָ

 

 

 

 

ỡộ  Ẵṭ ♯  



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ỉ  
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（今後追加予定） 

 

 

○軽井沢町長期振興計画審議会条例 

○第６次軽井沢町長期振興計画策定経緯 

○諮問・答申 

○軽井沢町長期振興計画審議会委員名簿 

○町民ワークショップ関連 
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ᵴδ╝ 

 

ᵴ δ╝ 

đᶺ 

ŤŨƊŷŦƋ$ŦƵ 

SἎγΞ ĽδᴒšҌ ĺĦĮƕźƏŻⱦὶTšˋ ĨŚ!Ἆ

γĽ∞š ĞĢķĶ ἎγΞ šδᴒĨŚįĠĶĹĞ ƕźƏ

ŻƃƥƵŻšⱦַאšĨŚĢķ! 

ŤƂƙƊƙƯŲƫƢ 

ƞƫƵƈťŤķĹŚ ˞ὡ œѪԃě œᶀ̴ τўĹĸˢ

ĽᶀӡĽῺᾒĽ ѻ Ĺ∏ⱷЉ ĹĸšᶺĹē ᴽš ╕

ĺēĳĞĦŢĶēĢĕķēĕĢķĚŘ ĴĠŘśĮ⅝ ! 

ŦƠ;źƩƵӰ˟ 
ϑḊᵴšđĞōĶἪ ķĦĵ ᵈᵴˀϑĽӰΉšϹŅϑḊᵴϹ

Ὄ ĽĢķ! 

ŪŹŭƭΉ  

Ή ἐĬśĭśěϧỡĺķĲĵĽἎγ Ξ Ľδᴒšᶳ ĦĮ

ř ĬĕĦĮΞ ĺἨř♯ŏỎԃἐš̻͒ĦĹěŘΉ Љ š

ᶺĕĢķ!G Ή H 

Ŭ:ƒ:Ɔ:ƬżƢ 

үĽ Ħē+ͽ ě Ậ −Љœỡ◦уӨ פѐ ĺ Ĩ

Ś Ľ̚Ӽšἵ ĶĜĹē ĺőĮŘĦĮř ᶺἐĺķĲ

ĵő טּ š ĺ ͮĤĪĮřĨŚŗĕĹ Ӳ! 

Ěᶺ 
ŭ:ƞƵƍƧ:Ɗƫƭ 

ẕͯ ♬šľħŐķĨŚͫỲᶂΌŮŻĽ ὶ ķ‏  ‭

ш ĹĸĺŗŚҸἽ šԌᶻĤĪŚĢķ!G^žƯŭ:ƞƵH 

Ҽһ ˵ 

ÓỗҼһGᾑѻҼһH ´−ЉĶĽᴄ ĽĠěœ ҁG ˵

ộ š ķĦĹē H 

ÔỗҼһ ˵ộ š ķĨŚὫῑҼһдἐ 

ÕỗҼһ Ὣ ĹҼһдἐG᷈ ˛ š ķĨŚ H 

ŲƬ:Ƶᶾ  

∟ œŷ:ƕŻšᶾ ĨŚṔĺ уӨšᶳ Ħĵ ↑šŗ

Ğᶳė уӨŇĽ ΚěĶĜŚįĠᾶĹēőĽš◑ŢĶᶾ Ĩ

ŚĢķ! 

ŲƬ:ƵŦƵƗƫ 
ỡ◦уӨě ĨŚѾ šἎγĺęĠŚ 7ĹΞ δᴒĺЉ Ħ

ŗĕķĨŚᶳė ĽĢķ! 

ŲƯ:ƒƭͯ 

Ḋœ ˞ķēĲĮϡḣš ėĵⅎφ ĺỉ Gę֖$ƤƐĹĸH

œ⁵ṗ ῾ ķᵈĲĮőĽĽœřἨřěĤśŚἎγŇķ⁮Őĵ

ēĞĢķ! 

Ἵằ´ת  

⁵ᴙ  ᾝ  ᶀḻ Ľŗĕĺ ˍĺὲᵂĨŚĢķĽĶĜ

Ĺēת´ ת ĺẬ ᵺ ⌐וֹ ⌐ š •ķĨŚת´

Ĺˢ ṙᵃἽ ěĸĽ ὢ ĤśĵēŚĚšּז ĦĮőĽĶ

Ĩ! ᶀӡ ĺęĠŚṙ↓ᶣַאĽ ↑šᴳŚῲĶḾőὫ

Ĺ Ķ ě ĜēŊĸṙ↓ᶣַאĽᶫ ͯě⁮ŢĶēŚ

Ģķš ĦĵēōĨ! 

Ŵ:Ɗů:Ɠ: 

ỡṻĽѬᴹšỞĨŷŦƵĺҁĴĜ ╕Ĺ ͒G ŢĶēŚ⁵

ĺҁĴĜ ∞šĚĠ š ēĵ Ĺằ̻ĺĳĹġ ᴳἩ

ŚHšₑŚĢķěĶĜŚ⁵ĽĢķ! 

ᴜᶕϫḰ ˞œἎγתṈ ӲĽ˙ēĺŗŚὝ ĺęĠŚᴜᶕ  ĽḰ! 
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ᵴ δ╝ 

Ěᶺ 

ᶀӡŷŦƵ 

ě₲פֿ ĨŚᶀӡ↑Ľ᷈ē ủ$ ₑ$ʼ

ĽꞋῘĶ ᶀ Ѿїě╚ ἧ ķĹřᶀӡ֩ѕĺ╚ ĨŚőĽ

ĽĢķ! 

Ĥᶺ ṉϓỖὡ ằėḀēƠ

ƅƙ 

ṉϓĽ Ỗĺằ̻ě Ĺ ἐ ằ̻ἐ Ἆγỉᵃ š

ҊĦĮ ₑĽĢķ 

ṙ↓ Ằ₲ 

ѯᾈṙ↓Ἵ ϼšѯᾈṙ↓Ἳ ϼĶᾤĦĵ Į₲ ĽΣӋÕ

ѕĽ Ԍ Ķ ᶀӡ Ľṙ↓ šỞĨẰ₲ĶĨ!ĢĽ₲

ě Ĝē ṙ↓ ěӪēķŎŚĢķěĶĜōĨ! 

ŷŨƵƉťƵŲי ḱ 
ѕỎԃἐķĽˋᴳᵺи š Ħ Ỏԃĺ Ħĵ 7ĹŤŦƉ

Ťœˋᴳš ʤĨŚ ḱĽĢķ! 

Źƈť$ƙƯƤ:ŹƩ

Ƶ 
ỡộ ěᶺĕS╦ $ᶓ $̘ԃЉ T 

ỡᾝ$ӡᾝ$ᶀᾝ 

SᶀᾝTľ⌐ĺŗŚᶀĽ  SӡᾝTľβᵶ ᴹĹĸƬŻűš

ӡ ĨŚ ѕG ᴹἐHĽ Ķđř SỡᾝTĺľSỡ Ľ

Ģķšỡ ĶĨŚTĢķĺͽė ẬῺŷ:ƕŻĽᶾ őѝōś

Ś! 

Ỹỷᶀḻ  

ᶀḻ œᶀ̘Ѫԃḻĺ ĨŚ ὶ֖Ĺĸ ᶀḻ ĺᾈĩŚőĽ

šѝŐĮỸỷ Ĺᶀḻ ꞈ ϼG ᵺ ⌐ě♄ ĤśŚőĽ

šᾤĞ!Hĺὢ ĤśĮˢ ṙᵃĽĕİ ᾈ ĺἽ Ħ Śˢ

ṙᵃĺ╥ŐŚЅḀĽΣӋÕ ѕĽ Ԍ Ķ ᴜ☺ͯ

ĽŁķĳķĹĲĵēōĨ! 

Ἆγ ᵑ œמּ·  ˞ἎγķĽᵺ ě үѐ ĺŎĵ ĦĞ Ħē   

‗˟ −ЉĽѯ♦ṥřĺ ĳ ѯ Ĺ‗ỎšϹŅӰ˟ĽĢķ 

Żƈ:űƝƭƂ: 
ѪԃĹĸĽ♯–ě 7ĹЉ šᶺĕĢķĶ̚ӼšἵĠŚ ϓї

 !ἐĽĢķג

ŻƊƅűƠƏźƣƵƊ 
ѺּקĽᴤ GŻƊƅűHš ᶂĺЉ Ħ ἷ ͯšₑŚ ש

ĹἪ ĽĢķ 

ŻƠ:ƊŹƈť 

ICT Ľ‫ҘίšЉ Ħĳĳ ƠƏźƣƵƊ(ᴁΪ ↔  ш $

̘̓ )Ľ᷈ ͯĺŗř Ậœ ˞Ľ ėŚᾜΞ Ľδᴒšᶺ

ē ōĮ‫ĮĹͻ šⱦὶĦּנĠŚ ổּנ; Ĺ Ậœ ˞Ľ

Ģķ! 

− פֿ ↑ 
ӂῲĽֿפ ĹẩĽ− ěằėđēƒƫƵŻš ĲĵēŚ 

ĽĢķ! 

Įᶺ 

 

 

♬Ἆγ 
ӂͫ ͯĽᴾˮķĹŚͫỲᶂΌŮŻĽ ὶ SỸỷžƯTš

ẰĨἎγĽĢķ! 

ζźƧƍŤⅎ  
S ζĽⅎ TĽẪĸőⅎ ĺđĮř ỗƛƕ:Ƙ:ƢĽ

ⅎ ! 

ζĽⅎ  
ῃ 22 G1947HĚŘῃ 24 G1949HģŜĽ 1ỗƛƕ:

Ƙ:ƢỖ ĺ−ōśĮⅎ ĽĢķ! 
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ᵴ δ╝ 

Įᶺ 

ᾟӡ ẇΪἎγ 

GźũƵƂ: H 

ᾟě ἎγĽ Ĺᶣ→˭ķĦĵ ỡŘĽˋắĺŗĲĵἎγ

ĽđŘŕŚ ĺęĠŚЉ ĺẇΪĨŚѾγěϯ Ĥś őĲ

ĵ ᾟěԌ ĺ↓ộ Ṉת   Ἆγ ҷł ͯ ̫šӚἵ

ĨŚĢķěĶĜ Ěĳ ӡĺ═ š ĕňĜἎγĽĢķ! 

˞ӡ−Ἆγ 

Ἆγᶣַאœ ŘĦĽ ͯĺ͒ħĵ ⅝ $ ģķĽUὪЅřV

œSằėἪTSἵĠἪTķēĕїגš ėĵ ˞ὡ œ ˞

Ľֿפ Ĺἧ ěẇΪĦ ⁵ķ⁵ ⁵ķỉᵃěⅎ œ š ė

ĳĹěŚĢķĶ ὡ ˢ⁵ŁķřĽ ŘĦķ−Ĝěē ˞š

ķőĺⱦĲĵēĞἎγ! 

˞ŵơƧƍƈť 
ὡ ꞈᵧĽᵺ ěᶺŞśĵēŚ ˞Ἆγ đŚēľĬĽŗĕĹ

ὡ ĽὝ šẰĨ! 

˞ ЈųŤŹŻƈƢ 

᷈ ἐě; ĹᵊřὡŎжśĮ ˞ĶĬĽ ĨŚ ĺ͒ħ

ỡ ŘĦē ŘĦš̘ŏĢķěĶĜŚŗĕ ˛  βᵶ βᵶ

 ὡōēҷłỡ ĦĮ ´−ЉĽằ̻ěˢ ĺ ӜĤś

Ś ⅝! 

ƉźƁƭŤ:ŭŦƘ 

ᶀ ᾙœҊ ᾙ ōĮľĬĽ шῺᾒšỞĨᵈ ĶđŚSŤ

:ŭŦƘTķ SƉźƁƭTšḀŞĪĮ ∟̥ᵴ! ͯỉẏš

Ҋ ∙ ě᷈Ğ ̛תḽᵅ↑ĺ śĮƉźƁƭ̛תĽכĶ

$קּ ┤ ỗⅎ ĺװᾼĦĵēĞĢķ! 

ƉƠƵƋᵺ  
▬œƂŦƦšđŘĚħŐ ŐĹēĹĸ ἐĽƍ:żĺ͒

ħĵὦ ĺ̓ᶺĨŚƒŻ ľῶḀƁűŹ:ĽĢķ! 

ľᶺ 
Ɠ:űrƮ:ƭƫŦƋ

ŹŻƈƢ 

ỡ ĚŘḾѲř̬ōĮľƒŻ ōĶỡ· ἒ ĶᶺĜ ĬĢĚ

Ř ƒŻœ ĹĸĽᶀӡᵺ Ѿїš Ħĵ ōĶᶆĚ

ĕ˒ Ủ! 

Ɠ:űëáä 

GƖ:ŪƗŤŦH 

˱‗  Ľᶀ Ῠᶀ̴Ẵ╚Ľ╚ ľш ķ ĬĽἾ

Ľ̴  ᶓῺ Ľ ᶀ̴Ẵ╚Ľ↔  πὂ šˢ ĺᶺ

ĕἐš ᶀ ĺŗř◑ ĨŚᶀ ╚ ш ⅝ ĽĢķ! 

Ɠ:Ɗƌ:Źƅƙ ӣ їגĽỎ! 

Ɣ:ƊŤŦƫƵƋᵅῨ ẬĽҁͫěἾ˅ŗřő᷈ĞĹŚᵅῨĽĢķ! 

ƕƅŲƉ:Ɓ 

ŦƵƁ:ƏƅƊĽ ҷœ ҘίĽ⁮ͯĺ ē−→ĤśŚ Ӎ

ĹƉ:ƁׄšẰĨ!ĬĽƉ:Ɓׄšδ┘ĨŚĢķĶἎγĺ

Ĺ ᴳœ;‫ĮĹẚ♯ŎšẏŎὶĨ ↑ě᷈ēķĤśĵēŚ! 

ᶺ ằ̻ἐ 
᷈ ἐœ΅ϓἐĹĸ ṉϓỖĽ ᶺ œ ᾒĹĸĶĽ−Љ

ěḛ Ĺ ! 

ƗţơƬ;ŷƟ:ƊŽ

ƵƁ: 

ốœᾴϹ− Ľố š ĨŚẪ˟ĵ Ľ ᵶἐšγ˭ķ

Ħĵ ố Ľ Ěř Ľ̻ᾝšἵĠŚĢķšѴ ĨŚἐķ ϛ

̻ᾝšᶺĕĢķšѴ ĨŚἐķĽꞈᵧ̻ᾝЉ ĺїĨŚ  

↔šᶺĕỎԃ! 
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ľᶺ 
╘ 

ő ᾤĤśĩ ☺˭ěἎγĺẇΪĨŚѾγšổĳĢķ!ŦƵ

űƭ:źƩƵSInclusion T! 

ƞ:ƂƮŻͯ ӨφěΉėĮř śĮřĦĮ  ĽĢķ! 

ōᶺ 

ỷƒŦŬƠŻ 

ƒŦŬƠŻķľSḽ−; Ĺ − Ľ Ѿ↑ỉᵃGͯ├

ľᾤĞHTĽĢķ!ĬĽĹĚĶ ṗĚŘĹŚƒŦŬƠŻĽ

ĢķšS ỷƒŦŬƠŻTķᵎŅ! 

œᶺ 

ѾåÜîGźƥŻH 

ᾜϑḊķ ĺ ŵ:ƉƅűŻ(‗ ĽḊṔ҉ϫš ŐŚѾї)

ĽŮŦƋƫŦƵĺᾈӏĦ ẏԃĺ ĨŚуӨŇĽ Κš

ᵂĦĮổּנ; Ĺ−ẏ ỦĽ ẏ ĹĸĽĢķ! 

ƨƍƒ:ŷƭƉŸŦƵ 

Ḋ┬œ  ↑  ᵈᵴ ͯĽ˙ē ΅ěēĽ  Ľ

Ḱ š Şĩ ĨňĵĽ⁵ě ĶĜŚĢķš ẰĦĵ ŞĚ

řœĨĤ ẠēœĨĤ ĺ ĦĮƉŸŦƵĽĢķ!ōĮ Ĭ

Ľᶳė ĽĢķ! 

е░ῑ 

 Ḋ ĺּקṖĦĹē ᴾ ěτϑĚŘổİḗōśŚĢ

ķĶ −ĨŚе░ῑĽĢķ Ěĳĵ ĺּקṖĦĮőĽĽ Ѻ

ĺ ĤśĮ ᴾ ĺŗŚе░ῑőѝŏ! 

Öí̓  

RefuseGƬƗƧ:żH ReduceGƬƉƧ:ŻH ReuseGƬƨ:

ŻH Re cycleGƬŷŦűƭHĽ 4ĳĽ ỒGRHšķĲĮ̓

ĽĢķ! 

Řᶺ 
ƫŦƗŷŦűƭŵŻƊ 

∟ œᶣַא Gᴤ œӱ ĹĸHěĳĞŘśĵĚŘ ĬĽ

ЅšὊėŚōĶĺĚĚŚꞋ ĽĢķ! 

Şᶺ 

 
Ʊ:ű$ƫŦƗ$ƒƫ

ƵŻ 

GẚỎķ−ЉĽ H ĞĨňĵĽ 7ě UẚỎVķ˟ốœ

βᵶ ἱ œϹὌ Ҷ  ˞Љ ķēĲĮUẚỎˀϑĽ−ЉV

ķĽ šķř ĬĽ šὢỸĤĪŚ Ĝ $−Ĝ ĽĢķ! 

Ʊ:ų:ŹƩƵ 

SWorkGƱ:űHTķSVacationGƒų:ŹƩƵHTĽַאᵴĶ

đř Ƭƀ:Ɗ œ Ľ Ľ—ῺķľˑĹŚῺᾒĶ Ĝ

ĹěŘҶΊἨ šᶺĕĦĞŎĽĢķ! 

ΨěỎ$ќģķ 

⅝ $ ģķĽSὪЅřTœSằėἪT$SἵĠἪTĽїג

š ėĵ ˞ὡ œ ˞Ľֿפ Ĺἧ ěSΨěỎTķĦĵẇ

ΪĦ ⁵ķ⁵ ⁵ķỉᵃěⅎ œ š ėĵUќģķVĳĹ

ěŚĢķĶ ὡ ŁķřĽ ŘĦķ−Ĝěē ˞šķőĺⱦ

ĲĵēĞἎγĽĢķ! 

ŤƭƗ

ţƛƅ

Ɗ 

 

ÜäGŪ:ŤŦH 
SArtificial Intelligence G⁵ᶏ HTĽ !⁵ěỸᵅĨŚ

ĤōĥōĹ ϱœ ↑š⁵ᶏ ĺḽᵅĨŚőĽ! 

ßó 

GƉť:ŪƅűŻH 

SDigital Transformation GƉźƁƭ$ƊƫƵŻ$Ɨū:ƣ:

ŹƩƵHTĽ Ķ ⁮ͯĦĮƉźƁƭҘίš  ĤĪŚĢķĶ

⁵7Ľ−Љšŗř ēőĽŇķ ϸĨŚĢķ! 

 

âäâÜGŰŮHŻű

:ƭᶣⱵ 

ΉϹῒě⁮ŐŚ1⁵1 Ľ ķּ᷈י “уӨĽ↔ šƛ

:ŻķĦĵ Society 5.0 ĽỖ š−ĜŚẪӜĮİĽĮŐĺSᵌ

Ḿ ͯĤś ⱦַא↑š˟ŏӰ˟TšỸᵅĤĪŚẴṭĽĢķ!

GIGAľSGlobal and Innovation Gateway for All TĽ Ķ 

S☺ĵĽ⁵ĺŲƯ:ƒƭĶϸ‫ Ĺ ᶅšTķēĕˋ ěḗŐ

ŘśĵēŚ! 
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ŤƭƗ

ţƛƅ

Ɗ 

 

äïGŤŦƈť:Hἥ

ἐ 

äïG῾ ҘίHƆ:ƭĺŗŚ῾ Ľ Ἢœ ĺĳēĵḛ

š ėŚ⁵ĽĢķ! 

äĄï 

GŤŦŬ:ƈť:H 

SInternet of ThingsGƤƐĽŦƵƁ:ƏƅƊHTĽ Ķ Ƥ

ƐěŦƵƁ:ƏƅƊת Ķױěř ỡ ủ ỡ ⅝ᵮҷł͇

ϷꜘṥĹĸš; ĺĨŚĢķ! 

äÞï 

GŤŦŹ:ƈť:H 

SInformation and Communication Technology G῾ “Ҙ

ίHTĽ Ķ “ҘίšЉ ĦĮŵơƧƍų:ŹƩƵšẰĦ

ōĨ!῾ ᾐ įĠĶľĹĞ ŦƵƁ:ƏƅƊĽŗĕĹ “Ҙ

ίš ĦĮẏԃœŷ:ƕŻĹĸĽꞋῘ! 

èäÞà 

GƠŦŻH 

Ѫԃ ĽγҡGMeetingH Ѫԃ Ľᶺĕ ᾯ$ᴮὂ ᶺ

GIncentive Travel H ḊṔѾї$  Ϲγ ěᶺĕḊṔγ

ҡGConventionH Ởγ$G Ậ ŦƛƵƊGExhibition/Event H

Ľ ỒĽĢķĶđř ֿפĞĽὝүᵺ ěᴳḗōśŚƕźƏŻ

ŦƛƵƊĹĸĽꞋῘ! 

éëê 

GŪƎƖ:Ŭ:H 

SNonprofit Organization T ľSNot- for - Profit Organizat

ionTĽ Ķ ᶓҞĶľ ̘ ĽĢķ! 

êêßÜGŨ:ƂHƭ

:ƙ 

đŘŕŚ Ỏě ōğŚĦĞ ͯĨŚ ěזּ ĦēỖ Ľ

Ķ ĬĽỖ7Ľ Ӳĺ͒ħĵ♬ꜙĞ šĦ ˋắᴒ Ħĵē

Ğ ĽĢķ! 

ëßÞÜGƖ:Ɖť:

Ź:Ū:HƠƏźƣƵ

ƊŷŦűƭ 

PLANGᴁΪH¦ DoGỸᶺH¦ CheckG ͻH¦ ActionGπ◘H

ĽÖ όšֽř ĨĢķĺŗĲĵ ԃ šנּװ ĺπ◘Ħ ỗ

ѻĽᴁΪŇЉĚĨ š →ĨŚĮŐĽш ŹŻƈƢ! 

îéî 

GŪŻŪƎŪŻH 

SSocial Networking ServiceTĽ Ķ ĤśĮ ἐ

Ầěᵺ ĶĜŚWebŷŦƊĽγ˭⅝ŷ:ƕŻĽĢķ! 

ñðÞÜ 

GƘ;ŭH 

Volatility G ↑H Uncertainty G ϯỸ↑H Complexity

G ṽ↑H AmbiguityG ↑HĽ ỒšἨĲĮַאᵴĶ Ἆ

γœƕźƏŻĺķĲĵ ᾳ Ľ ěזּ ĦĞĹŚ ӲĽĢķ! 

õàÝGžƘH 

SNet Zero Energy Building GƏƅƊ$žƯ$ŪƏƭŰ:$ƕ

ƭHTĽ ῘĶ ι ĹỲ уӨšỸᵅĦĹěŘ ᴤ ĶΉ

ĨŚ ѕĽˢỗŪƏƭŰ:ĽἽằšžƯĺĨŚĢķš ẰĦ

Įᴤ ĽĢķ! 

õàãGžƅƃH 

SNet Zero Energy houseGƏƅƊ$žƯ$ŪƏƭŰ:$ƑŨ

ŻHTĽ Ķϑ Ľ ↑ š ĺᶆῲĤĪŚķķőĺ 

᷈ᶂ Ĺ╚ ŹŻƈƢĽ ĺŗř Ỳ уӨĽỷš˓ổĦĳ

ĳ ĹῒŪƏƭŰ:šỸᵅĦĮῲĶ ḽ−; ŪƏƭŰ:š

ĨŚĢķĺŗř ѕĽˢỗŪƏƭŰ:Ή ĽἽằěž

ƯķĨŚĢķš ẰĦĮὡ ĽĢķ! 


